
田
切
氏
の
功
浅
か
ら
ず
又
本
辞
書
の
命
、

わ
け
で
こ
の
辞
書
は
好
評
を
博
し
、
広
・

古
書
店
で
見
か
け
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。

編
者
の
小
田
切
は
そ
の
編
纂
意
図
を

明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
一
一
）
一
一
月
に
富
山
房
か
ら
刊
行
さ
れ
た
小
田
切
良
太
郎
、
口
・
ウ
ォ
ー
ル
フ
ァ
ー
ル
ト
共
編
鏑
註
解
和
独
辞
典
』

（
ｚ
の
ロ
の
、
冨
皀
の
Ｓ
‐
」
の
房
呂
の
の
二
三
の
Ｈ
盲
Ｓ
ご
二
目
の
同
亘
「
目
Ｑ
四
目
』
ぬ
の
ず
日
巨
＆
）
ほ
ど
長
期
に
わ
た
り
多
く
の
学
習
者
を
稗

益
し
た
和
独
辞
書
は
な
か
っ
た
と
一
一
一
一
口
っ
て
よ
か
ろ
う
。
独
語
辞
書
研
究
家
石
本
岩
根
は
か
っ
て
昭
和
九
年
の
時
点
で
こ
の
辞
書
に
つ
い
て
こ

う
述
べ
た
。
「
本
書
の
特
色
は
要
す
る
に
和
訳
対
訳
字
林
以
来
斯
学
に
関
係
す
る
者
の
痛
感
し
来
っ
た
諸
点
を
拡
充
せ
ん
と
努
力
せ
る
結

果
生
じ
た
る
も
の
と
見
る
べ
く
、
明
治
年
間
に
於
け
る
和
独
辞
書
の
清
算
せ
ら
れ
た
る
姿
と
言
ふ
を
得
る
で
あ
ら
う
、
こ
の
点
に
於
て
小

（
１
）

田
切
氏
の
功
浅
か
ら
ず
又
本
辞
書
の
命
、
今
日
に
及
ぶ
所
以
も
一
」
陰
に
存
す
る
の
で
あ
る
」
と
。
筆
者
も
全
く
同
感
で
あ
る
。
そ
う
い
う

わ
け
で
こ
の
辞
書
は
好
評
を
博
し
、
広
く
普
及
し
、
筆
者
所
蔵
の
も
の
は
昭
和
九
年
四
月
発
行
で
四
十
二
版
を
数
え
て
い
る
。
今
で
も

扇
註
解
和
独
辞
典
』
に
つ
い
て

『
　

註
解

和
独

辞
典

』
編

小
田

切
.良

太
郎

ヴ
ォ

ー
ル

フ
ァ

ー
ル

ト

「
緒
一
一
一
一
巳
で
明
確
に
述
べ
て
い
る
。

上
村
直
已
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「
従
来
の
和
独
辞
書
の
効
果
少
な
か
り
し
所
以
に
鑑
み
編
纂
の
方
式
に
於
て
も
語
詞
の
蒐
集
に
於
て
も
将
た
対
訳
語
の
選
定
に
於
て
も

在
来
の
も
の
霞
改
良
と
い
は
ん
よ
り
は
寧
ろ
新
た
な
る
和
独
辞
書
の
創
作
を
期
せ
り
、
就
中
我
等
の
最
も
意
を
用
ひ
た
る
は
対
訳
語
に
施

す
に
註
解
を
以
て
し
た
る
こ
と
其
一
な
り
此
の
方
法
に
依
る
に
あ
ら
ざ
れ
ぱ
初
学
者
を
し
て
己
れ
の
求
む
る
と
こ
ろ
の
語
を
容
易
に
且
つ
的

確
に
見
出
さ
し
む
る
を
得
ず
と
は
我
等
の
夙
に
懐
け
る
確
信
な
り
き
然
し
て
此
方
法
は
和
英
辞
書
に
在
て
は
山
口
・
入
江
の
両
氏
に
依

て
実
行
せ
ら
れ
た
る
が
和
独
辞
書
に
在
て
は
即
ち
本
書
を
以
て
噴
矢
と
す
、
動
詞
の
支
配
を
明
示
し
た
る
こ
と
其
二
な
り
之
れ
在
来
の

和
独
辞
書
の
閑
却
せ
る
と
こ
ろ
に
し
て
我
等
の
看
て
以
て
此
の
種
の
辞
書
の
要
件
と
な
す
と
こ
ろ
の
も
の
な
り
、
而
し
て
之
を
補
ふ
に
文

例
慣
用
句
を
以
て
す
る
等
、
凡
そ
独
逸
語
を
学
修
す
る
者
の
難
し
と
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
排
除
す
る
こ
と
に
微
力
を
錫
す
」

即
ち
本
和
独
辞
書
の
特
色
と
し
て
次
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
①
見
出
し
の
日
本
語
が
複
数
の
意
味
を
有
す
る
場
合
ま
た
は
一
つ
の
日
本

灘
議
蝋
甑
騨
纏
鰯
鱗
繊 liili

小田切良太郎、Ｅ・ヴオールフアルト共編

『新鐸註解利潤辞典ｊ１ｇｌ２年刊、中扉

語
に
ド
イ
ツ
語
が
該
当
す
る
場
合
に
は
そ
れ
ぞ
れ
明
確
な
註
釈
を
附
し
、
初
学

者
に
も
容
易
に
対
訳
語
が
見
つ
け
ら
れ
る
②
動
詞
・
前
置
詞
な
ど
用
法
が
困

難
な
も
の
は
支
配
格
を
示
し
且
つ
例
文
を
挙
げ
、
ま
た
慣
用
句
を
多
数
網
羅

し
て
あ
る
の
で
会
話
作
文
に
役
立
つ
③
現
代
語
を
網
羅
し
て
い
る
④
巻
末
に
附

録
と
し
て
語
形
変
化
一
覧
、
東
亜
の
地
名
、
日
露
度
量
衡
対
照
表
を
載
せ
て
い

る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
辞
書
に
特
徴
的
な
こ
と
は
多
く
の
版
を
重

ね
た
が
こ
の
間
内
容
の
変
更
は
殆
ど
な
か
っ
た
こ
と
だ
。
初
版
の
ま
ま
で
ず
っ
と

押
し
通
し
た
と
い
う
こ
と
は
こ
の
辞
書
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

な
お
、
編
纂
に
際
し
て
は
数
種
の
和
英
辞
書
に
依
拠
し
た
が
、
就
中
山
口
造

酒
・
入
江
祝
衛
共
編
『
註
解
和
英
新
辞
典
」
及
び
井
上
十
吉
編
『
新
訳
和

英
辞
典
』
に
負
う
と
こ
ろ
少
な
く
な
く
、
ま
た
Ｒ
・
ラ
ン
ゲ
の
Ｐ
の
冒
宮
ｓ
ｇ
①
【

］
呂
皀
の
ｇ
の
ロ
ロ
日
、
目
囚
の
の
□
【
四
ｓ
①
も
参
考
に
し
た
と
い
う
。
（
「
緒
言
」
）
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と
に
か
く
こ
の
和
独
辞
典
は
明
治
初
期
の
『
和
独
対
訳
字
林
』
（
レ
ー
マ
ン
校
定
）
と
昭
和
の
木
村
謹
治
編
『
和
独
大
辞
典
』
と
並

ん
で
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
広
く
普
及
し
た
点
で
は
こ
れ
に
及
ぶ
和
独
辞
書
は
他
に
な
か
っ
た
。

こ
の
和
独
辞
典
の
こ
と
は
研
究
者
に
は
か
な
り
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
述
べ
る
必
要
は
な
か
ろ
う
。
だ
が
二
人
の
編
者
に

つ
い
て
は
断
片
的
に
知
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
ま
と
ま
っ
た
研
究
は
ま
だ
書
か
れ
て
い
な
い
。
石
本
岩
根
も
こ
の
辞
典
の
優
れ
て
い
る
点
に
つ

い
て
は
述
べ
て
い
る
が
、
編
者
に
つ
い
て
は
全
く
関
心
を
示
し
て
い
な
い
。

出
生
・
学
歴

（９】）

履
歴
書
に
よ
る
と
、
小
田
切
良
太
郎
は
明
治
五
年
（
一
八
七
一
一
）
九
月
十
八
日
、
栃
木
県
安
郡
佐
野
町
二
千
七
百
七
十
四
番
地
に
生

（
３
）

ま
れ
た
。
父
は
栃
木
県
人
の
小
田
切
孫
平
と
一
一
一
口
い
良
太
郎
は
そ
の
長
男
。
明
治
二
十
五
年
二
八
九
一
一
）
七
月
、
第
一
高
等
中
学
校
予
科
（
独

（
４
）

逸
部
）
第
三
組
へ
入
学
し
た
。
こ
の
一
高
入
学
以
前
、
小
田
切
は
明
治
二
十
三
年
六
月
十
一
二
日
に
独
逸
講
文
会
に
入
会
し
て
い
る
。
独
逸

講
文
会
と
は
明
治
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
の
初
頭
ま
で
の
第
一
高
等
中
学
校
（
の
ち
一
高
）
、
独
逸
学
協
会
学
校
、
学
習
院
の
ド
イ
ツ

語
教
師
た
ち
に
よ
る
共
同
事
業
で
、
講
本
と
い
う
ド
イ
ツ
文
学
の
名
作
詩
文
・
戯
曲
の
抜
粋
を
冊
子
に
し
た
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
毎
週
一
回
、

｜
高
の
講
堂
や
本
郷
壱
岐
坂
教
会
を
会
場
に
し
て
ド
イ
ツ
文
学
の
講
義
が
行
わ
れ
た
。
小
田
切
が
第
一
高
等
中
学
校
入
学
以
前
に
同
会
に

参
加
し
て
い
る
こ
と
は
早
く
か
ら
ド
イ
ツ
語
や
ド
イ
ツ
文
学
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

明
治
二
十
七
年
七
月
、
第
一
高
等
学
校
大
学
予
科
第
一
部
（
文
科
）
第
一
年
級
に
進
入
し
た
。
明
治
三
十
年
七
月
、
｜
高
文
科
を
武
内

大
造
（
後
年
東
京
外
語
学
校
ド
イ
ツ
語
教
授
）
、
八
杉
貞
利
（
同
ロ
シ
ア
語
教
授
）
な
ど
と
共
に
卒
業
し
、
直
ち
に
帝
国
大
学
文
科
大

学
哲
学
科
第
一
年
級
へ
進
学
し
た
。
同
三
十
二
年
七
月
、
文
科
大
学
特
待
生
に
選
ば
れ
た
。
同
三
十
三
年
七
月
、
東
京
帝
国
大
学
文
科

小
田
切
良
太
郎
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金
沢
時
代
の
仕
事
と
し
て
は
着
任
早
々
、
明
治
三
十
八
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
小
田
切
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
エ
ン
チ
ュ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
』
の
一

部
を
紀
平
正
美
（
き
ひ
ら
。
た
だ
よ
し
）
と
と
も
に
「
ヘ
ー
ゲ
ル
氏
哲
学
体
系
」
と
題
し
て
翻
訳
し
『
哲
学
雑
誌
』
に
十
三
回
に
わ
た

（
５
）

り
連
載
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
へ
１
ゲ
ル
の
主
要
著
作
が
日
本
語
に
初
め
て
翻
訳
さ
れ
た
。
四
高
で
は
西
田
幾
多
郎
と
と
も
に
へ
－
ゲ
ル
を

読
ん
だ
。
西
田
の
日
記
に
「
小
田
切
君
を
訪
ふ
…
ヘ
ー
ゲ
ル
会
読
を
約
す
」
（
明
兇
・
９
．
旧
）
と
見
え
る
。
小
田
切
は
へ
－
ゲ
ル
を
読
む

会
を
西
田
ら
と
作
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
こ
れ
以
後
も
西
田
日
記
に
は
し
ば
し
ば
小
田
切
が
登
場
し
親
し
く
交
流
し
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。
例
え
ば
「
小
田
切
君
方
に
於
て
会
読
午
後
三
竹
欽
君
来
訪
」
（
明
邪
．
、
．
旧
）
「
午
後
小
田
切
君
を
訪
ひ
へ
－
ケ
ル
を
よ
む
」
（
明
銘
・

皿
・
型
）
「
欠
勤
今
日
は
少
し
く
よ
し
小
田
切
君
見
舞
い
に
来
る
」
（
明
仙
・
３
．
６
）
等
で
あ
る
。
そ
し
て
明
治
四
十
一
年
二
月

二
十
日
の
日
記
に
は
「
午
後
ウ
オ
ー
ル
フ
ア
ー
ト
を
訪
ふ
小
田
切
君
あ
り
字
書
を
作
る
と
い
ふ
」
と
い
う
注
目
す
ぺ
き
記
載
が
あ
る
。
こ

の
字
書
が
問
題
の
和
独
辞
書
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
時
点
で
ヴ
ォ
ー
ル
フ
ァ
ー
ル
ト
と
小
田
切
の
間
で
和
独
辞
書
の
編
纂

作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
西
田
の
日
記
に
彼
ら
の
辞
書
の
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
時
だ
け
で
あ
る
。
日
記
に

よ
る
と
、
同
年
五
月
二
十
八
日
に
は
小
田
切
、
石
倉
小
一
一
一
郎
、
小
牧
健
夫
、
高
橋
郁
治
な
ど
独
語
教
師
た
ち
が
西
田
を
見
舞
い
に
訪
れ
た
。

学
科
検
定
委
員
を
命
じ
ら
れ
た
。

第
四
高
等
学
校
教
授
時
代
。

明
治
三
十
八
年
（
一
九
○
五
）
九
月
九
日
付
け
で
金
沢
の
第
四
高
等
学
校
教
授
に
就
任
し
た
（
高
等
官
六
等
、
八
級
俸
）
。
こ
れ
は

森
内
政
昌
（
独
語
・
哲
学
）
の
後
任
と
し
て
で
あ
っ
た
。
明
治
四
十
一
年
（
一
九
○
八
）
十
月
高
等
官
五
等
に
陞
叙
。
翌
年
に
は
従
六
位

に
叙
せ
ら
れ
、
さ
ら
に
四
十
四
年
四
月
高
等
官
四
等
に
陞
叙
、
六
月
正
六
位
に
叙
せ
ら
れ
た
。
同
じ
く
八
月
に
は
第
十
七
回
大
学
予
科

大
学
哲
学
科
を
卒
業
、
ド
イ
ツ
哲
学
の
た
め
直
ち
に
東
京
帝
国
大
学
大
学
院
に
進
み
、
同
三
十
八
年
七
月
十
日
で
大
学
院
満
期
と
な
っ

た
。
こ
の
間
明
治
三
十
四
年
九
月
私
立
浄
土
宗
大
学
の
嘱
託
を
受
け
研
究
の
余
暇
に
同
校
に
て
西
洋
哲
学
史
及
び
ド
イ
ツ
語
を
教
授
し

た
。
ま
た
同
三
十
六
年
九
月
私
立
真
宗
大
学
の
嘱
託
を
受
け
同
校
に
て
西
洋
哲
学
史
を
教
授
し
た
。
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教
科
書
と
教
授
法

明
治
四
十
三
年
六
月
号
『
独
逸
語
学
雑
誌
』
（
精
華
書
院
）
の
「
学
校
だ
よ
り
」
欄
に
は
独
文
に
よ
る
「
金
沢
に
お
け
る
ド
イ
ツ
語
研
究
」

（
の
三
９
冒
曰
Ｑ
①
ａ
の
旨
の
Ｓ
①
ロ
の
宮
四
ｓ
の
白
【
目
四
口
囚
言
囚
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
前
書
き
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

「
金
沢
に
は
国
立
の
高
等
学
校
と
医
学
専
門
学
校
の
二
つ
が
あ
っ
て
ド
イ
ツ
語
が
必
修
と
な
っ
て
い
る
。
高
等
学
校
西
高
）
に
は
九
人
の

日
本
人
の
教
師
と
二
人
の
ド
イ
ツ
人
教
師
が
お
り
、
専
門
学
校
に
は
四
人
の
日
本
人
教
師
が
い
る
。
高
等
学
校
で
は
、
外
国
語
特
に
ド

イ
ツ
語
は
主
要
科
目
な
の
で
徹
底
し
て
教
え
ら
れ
る
が
、
専
門
学
校
で
は
目
的
の
た
め
の
手
段
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
高
等
学
校

の
生
徒
は
話
す
・
書
く
．
読
む
練
習
を
す
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
専
門
学
校
で
は
テ
キ
ス
ト
を
読
む
だ
け
で
あ
る
。
会
話
と
作
文
は
大

抵
ド
イ
ツ
人
が
担
当
し
、
講
読
は
日
本
人
に
任
き
れ
て
い
る
」
（
要
旨
）

次
い
で
ク
ラ
ス
と
教
科
書
及
び
担
当
教
員
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
小
田
切
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
。

に
な
る
。

や
が
て
西
田
は
明
治
四
十
二
年
（
一
九
○
九
）
七
月
学
習
院
教
授
と
な
り
、
さ
ら
に
そ
の
翌
年
七
月
に
は
京
都
大
学
文
科
大
学
助
教
授

に
転
任
し
た
の
で
交
流
は
一
日
一
途
切
れ
た
。
だ
が
後
に
小
田
切
も
三
高
教
授
と
な
っ
て
京
都
に
移
る
こ
と
に
な
り
交
友
が
復
活
す
る
こ
と

一
部
二
年
（
独
法
文
）

少
の
＆
の
己
・
風
室
四
ｍ
の
］
の
＆
の
ｚ
・
ぐ
①
崖
の
ロ

ロ
の
言
の
Ｓ
の
○
日
目
目
ロ
呉
房
（
曰
皀
目
＆
］
＆
）

ｏ
ｐ
Ｅ
Ｈ
四
》
Ｃ
の
巨
庁
の
Ｏ
ｐ
の
出
口
目
ロ
ー
可
］
す
の
｝

Ｃ
の
具
の
ｇ
の
の
炉
の
①
の
す
こ
呂
肖
（
第
六
高
等
学
校
）

一
部
一
年
（
独
法
文
）
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（
←
）
国
の
ロ
○
口
四
四
回

閂
の
〔
の
旨
の
円
の
）
の
．
Ｂ
三
門
一
］
呂
已
、
宣
旨
の
】
ぬ
の
ロ
ー
＆
の
ロ
の
日
ロ
①
の
四
四
Ｈ
ｇ
伍
す
の
言
の
四
一
目
、
の
四
日
・
ロ
ロ
の
庁
の
○
三
斤
い
【
①
一
ｓ
ン
ど
の
ロ
ロ
の
円

の
日
日
四
｝
□
＆
①
旨
の
の
①
の
、
宮
、
言
の
丙
・
日
日
戸
の
・
す
【
の
Ｓ
①
ロ
曰
の
ｍ
ｓ
Ｂ
の
【
旨
の
の
①
一
凶
、
耳
の
Ｈ
凹
巨
の
．
□
の
三
の
（
口
冒
「
の
一
一
の
ご
囚
貝
＆
の
ｍ
Ｓ
－
①
ｓ
‐

（
の
ロ
の
①
）
（
の
ご
ｇ
の
門
の
円
四
Ｐ
ｇ
ｏ
ｎ
宮
の
。
【
一
こ
ぬ
》
」
囚
炉
日
四
」
百
ｍ
①
、
①
口
唇
巨
已
０
ヶ
庁
四
曰
帛
四
ケ
［
の
ロ
片
口
ロ
ロ
ー
ニ
ロ
の
囚
皀
①
の
ず
扁
四
ｎ
ヶ
（
①
忌
日
巴
一
ｍ
の
曰
の
旨
の

こ
の
記
事
で
興
味
深
い
の
は
当
時
、
四
高
の
独
語
教
師
だ
っ
た
高
橋
郁
治
、
三
竹
欽
五
郎
、
雪
山
俊
夫
、
小
田
切
良
太
郎
、
石
倉
小
三
郎
、

高
橋
周
而
、
の
（
の
曰
の
筍
三
呂
冨
二
等
十
一
人
に
つ
い
て
の
独
文
に
よ
る
寸
評
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
四
人
月
に
登
場
す
る
の
が
小
田

切
で
あ
る
。

】
①
○
ｍ
‐
ｓ
、
（
日
本
名
函
独

ら
使
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

文
法
は
口
述
に
よ
る
目
言
邑
＆
）
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
四
高
独
語
科
の
方
針
で
あ
っ
た
よ
う
で
他
の
教
師
た
ち
も
同
様
で
あ
る
。

○
日
巨
日
は
大
村
仁
太
郎
の
こ
と
で
、
彼
及
び
山
口
小
太
郎
、
谷
口
秀
太
郎
共
編
の
教
科
書
の
□
の
言
の
Ｓ
の
四
目
Ｑ
淫
の
一
彦
Ｈ
臼
の

、
の
三
『
三
の
⑳
の
Ｑ
ｍ
ｍ
ｇ
の
三
の
ｓ
ｏ
目
の
己
日
呂
目
（
の
己
、
言
曰
Ｑ
の
ロ
］
呂
皀
の
Ｓ
の
ロ
の
、
盲
一
の
口
（
』
宅
『
、
独
逸
学
協
会
）
を
指
す
。
日
本

語
名
は
独
逸
語
学
入
門
で
あ
る
。
四
十
一
一
ペ
ー
ジ
。
第
六
高
等
学
校
編
の
読
本
と
は
Ｃ
の
三
の
ｓ
①
の
庁
の
①
宮
＆
円
の
三
‐
囚
ｚ
目
穴
・
」
・

】
①
○
ｍ
‐
ｓ
、
（
日
本
名
函
独
逸
読
本
）
の
第
一
巻
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ア
イ
ス
ラ
ー
の
心
理
学
概
論
は
小
田
切
が
哲
学
科
出
身
で
あ
る
こ
と
か

少
の
、
声
の
ロ
ｇ
ｏ
風
【
旨
の
の
一
の
ｎ
面
の
ｚ
ｏ
ぐ
の
｝
一
①
ロ

同
一
の
」
の
Ｈ
》
宅
の
ご
Ｃ
宮
○
一
○
四
の
］
曰
ご
曰
口
鈩

シ
の
＆
の
己
・
具
室
四
ｍ
の
】
の
Ｓ
の
ｚ
・
ぐ
の
｝
｝
の
ロ

三
部
二
年

三
部
三
年
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こ
れ
は
明
治
四
十
五
年
一
一
一
月
号
「
新
日
本
」
（
冨
山
房
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
洲
註
解
和
独
辞
典
」
の
書
評
の
一
節
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

明
治
四
十
五
年
の
出
版
ま
で
前
後
七
年
と
あ
る
の
で
明
治
三
十
八
年
に
編
纂
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
前
述
の
よ
う
に
西
田

幾
多
郎
日
記
の
明
治
四
十
一
年
二
月
二
十
日
の
条
に
は
「
午
後
ウ
ォ
ー
ル
フ
ァ
ー
ル
ト
を
訪
ふ
。
小
田
切
君
あ
り
、
字
書
を
作
る
と
い
ふ
」

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
二
人
は
緊
密
に
相
談
し
な
が
ら
編
纂
作
業
を
進
め
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
「
柵
註
解
和
独
辞
典
』
は
明
治
四
十
五
年
二
月
六
日
、
富
山
房
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
初
版

（
６
）

早
速
小
田
切
は
西
田
幾
多
郎
に
辞
典
を
送
っ
た
。
前
記
『
新
日
本
』
に
掲
載
さ
れ
た
『
綱
註
解
和
独
辞
典
」
の
書
評
で
は
さ
ら
に
語

を
継
い
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

し
て
居
た
」

和
独
辞
書
の
編
纂
と
反
響

い
つ
頃
か
ら
小
田
切
ら
は
和
独
辞
書
の
編
纂
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
第
四
高
等
学
校
教
授
小
田
切
良
太
郎
氏
と
、
同
校
教
師
エ
ル
ン
ス
ト
・
ヲ
－
ル
フ
ァ
ー
ル
ト
氏
と
が
、
前
後
七
年
の
苦
心
に
成
る
和
独

字
典
が
発
行
き
れ
た
。
両
氏
の
苦
心
は
非
常
な
も
の
で
、
昨
夏
軽
井
沢
で
、
炎
暑
の
猛
威
に
も
め
げ
ず
両
氏
が
此
の
辞
典
の
為
め
に
孜
々

と
し
て
勉
め
て
居
た
の
を
実
見
し
た
評
者
は
、
ま
だ
出
版
さ
れ
ぬ
前
か
ら
、
こ
の
字
典
が
独
逸
語
界
に
多
大
の
利
益
を
与
ふ
べ
き
を
予
期

ロ
の
す
の
．
三
四
ｍ
□
の
言
の
ｇ
す
の
亘
津
『
の
。
］
の
（
の
Ｈ
Ｂ
ｑ
の
Ｈ
○
日
目
日
呉
房
目
四
口
こ
の
の
・
の
ロ
】
Ｏ
亘
唱
」
戸
＆
の
Ｐ
の
汀
旨
の
目
ｇ
ｍ
Ｓ
ｏ
ｐ
・
ロ
ロ
炉

の
Ｈ
曰
Ｑ
の
Ｈ
勺
望
ｓ
・
一
・
四
の
ロ
己
旧
・
囚
【
す
の
葛
目
』
三
ｍ
の
旨
三
戸
ご
ロ
再
】
一
日
・
洋
口
員
の
。
ｂ
宮
の
【
の
量
・

（
小
田
切
氏
は
老
人
で
、
勿
論
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
が
、
静
か
に
話
し
、
ゆ
っ
く
り
と
動
く
。
彼
は
と
て
も
機
知
に
富
み
、
｜
度
物
語

に
話
が
及
ぶ
と
生
徒
た
ち
は
大
笑
い
と
な
り
、
時
々
彼
等
の
悪
い
面
を
暗
示
す
る
が
、
賢
い
の
で
怒
り
を
買
う
こ
と
は
な
い
。
す
べ
て
こ
れ

ら
の
た
め
に
皆
に
好
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
語
に
関
し
て
は
、
彼
は
統
語
論
、
特
に
文
法
に
精
通
し
て
い
て
、
会
話
が
う
ま
く
、

講
読
も
素
晴
ら
し
い
。
彼
が
心
理
学
と
論
理
学
に
通
じ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
、
彼
を
し
ば
し
ば
尼
理
屈
へ
導
く
）
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「
果
し
て
此
字
典
が
従
来
の
も
の
に
一
頭
地
を
抜
い
て
居
る
の
は
事
実
で
あ
っ
た
。
そ
の
主
た
る
特
色
を
云
へ
ぱ
、
語
の
用
例
の
多
い
こ
と
、

訳
語
の
妥
当
を
得
る
為
め
に
苦
心
し
た
こ
と
、
前
置
詞
の
用
例
に
綿
密
な
注
意
を
払
っ
た
こ
と
等
で
あ
る
。
体
裁
や
印
刷
の
点
で
も
和

独
字
書
中
に
匹
檮
は
少
い
が
、
外
形
は
き
て
措
き
、
内
容
の
点
で
も
最
も
日
本
の
学
生
に
適
す
る
様
に
苦
心
し
た
跡
は
明
に
認
め
ら
れ

る
し
、
こ
れ
が
最
も
本
書
の
誇
る
べ
き
点
で
あ
る
様
に
恩
は
れ
る
。
と
同
時
に
此
結
果
と
し
て
使
用
者
か
ら
見
て
多
少
欠
点
と
見
ゆ
る

点
も
あ
る
。
即
ち
雅
言
風
の
邦
語
が
多
く
省
か
れ
て
居
る
。
例
へ
ぱ
あ
で
や
か
、
み
め
か
た
ち
、
や
ん
ご
と
な
き
等
の
な
い
如
き
は
是
で
あ
る
。

次
に
は
動
植
物
の
名
の
省
か
れ
た
も
？
多
い
点
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
あ
け
ぴ
、
あ
り
く
ひ
、
コ
ス
モ
ス
、
は
い
と
り
草
、
や
ぐ
る
ま
草
等

の
な
い
類
で
あ
る
。
併
し
こ
れ
等
の
雅
言
体
又
は
動
植
物
名
は
日
常
の
語
と
し
て
用
の
少
な
い
為
め
に
、
故
ら
に
省
い
た
も
の
ら
し
い
。
況

ん
や
、
漢
語
の
字
書
で
読
む
言
葉
の
、
耳
遠
い
の
を
省
い
た
の
は
勿
論
こ
の
為
め
で
あ
ら
う
。
併
し
な
が
ら
語
学
に
必
要
な
動
詞
、
形
容
詞
、

前
置
詞
、
副
詞
等
は
遺
憾
な
く
注
意
周
到
に
例
を
引
て
説
明
し
て
あ
る
し
、
名
詞
も
雅
言
も
む
づ
か
し
き
学
名
な
ど
の
耳
遠
い
も
の
飼

外
は
大
体
網
羅
難
し
て
あ
る
か
ら
、
適
切
と
懇
篤
と
に
於
て
優
に
他
の
同
類
の
も
の
に
優
る
も
（
の
）
と
云
ふ
て
も
よ
い
。
独
逸
語
学
習

者
に
取
て
至
大
の
恩
恵
を
与
へ
た
両
君
の
労
を
多
謝
す
る
と
共
に
、
こ
れ
を
江
湖
に
推
薦
し
や
う
と
恩
ふ
。
」

こ
の
よ
う
に
こ
の
書
評
で
は
詳
し
く
紹
介
し
、
問
題
点
も
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
は
許
さ
れ
る
も
の
と
し
て
全
体
と
し
て
ド
イ
ツ

語
学
習
者
に
至
大
の
恩
恵
を
与
え
る
も
の
だ
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。

同
じ
く
明
治
四
十
五
年
一
一
一
月
号
『
独
逸
語
学
雑
誌
』
誌
上
で
は
岡
山
の
六
高
ド
イ
ツ
人
教
師
の
オ
ッ
ト
ー
・
ヘ
ル
フ
リ
ッ
チ
ェ
（
○
＃
○

四
の
｝
序
言
＆
）
は
こ
う
述
べ
た
。

ご
『
○
亘
］
の
』
の
Ｈ
］
四
℃
四
口
の
Ｈ
》
ぬ
一
の
一
Ｏ
づ
く
】
①
｝
○
ケ
い
①
彦
円
の
Ｒ
ｏ
ｇ
の
【
の
Ｃ
彦
巳
①
尻
ご
く
胃
ｇ
の
】
ｎ
ヶ
。
ヰ
ヶ
の
］
の
①
白
①
ロ
ロ
ヶ
の
円
の
の
百
口
□
ぬ
の
ロ
ロ
ロ
の
Ｑ
の
曰

］
四
℃
四
己
の
ｎ
ヶ
の
ロ
旨
の
□
の
皀
の
ｏ
彦
の
。
』
の
【
す
の
旨
已
の
ｎ
ヶ
【
①
】
ず
の
ロ
の
旨
の
の
□
の
旨
の
ｎ
ケ
の
ロ
少
巨
｛
の
臼
田
①
の
①
］
ロ
、
三
の
の
］
四
℃
凹
已
の
、
ロ
ー
Ｑ
の
三
の
ｎ
ケ
の
の

三
○
耳
①
【
宮
Ｓ
ｍ
①
言
言
の
、
耳
冒
す
の
Ｐ
Ｃ
】
の
ｍ
の
Ｈ
二
目
の
＆
】
の
ご
ロ
ｐ
Ｈ
踵
」
宮
口
、
、
の
、
目
、
の
巨
富
（
の
］
ｎ
戸
【
四
の
頁
ｇ
ｏ
茸
の
】
Ｓ
ｍ
四
ｍ
の
Ｐ

己
の
巴
の
【
【
巳
岸
・
ロ
』
①
す
の
【
の
）
（
の
ぐ
ｏ
Ｓ
ｇ
Ｑ
の
ロ
の
ロ
二
○
耳
①
【
ワ
ニ
＆
の
Ｈ
丙
。
ご
口
の
ロ
の
】
ｎ
面
四
口
＆
巳
ｎ
ヶ
亘
白
の
三
斤
目
の
（
の
ご
曰
］
｛
ｇ
の
曰
三
の
巳
曰
、
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（
教
師
で
も
生
徒
で
も
恐
ら
く
日
本
人
な
ら
誰
で
も
、
日
本
語
か
ら
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
す
る
際
に
、
或
い
は
独
文
を
書
く
際
に
し
ば
し

ば
良
い
和
独
辞
書
が
あ
れ
ば
と
願
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
願
い
が
実
現
し
た
、
そ
れ
も
殆
ど
理
想
的
に
実
現
し
た
と
私
は
言
い
た
い
。
従

来
の
辞
書
は
こ
の
新
し
い
辞
書
と
は
全
く
較
ぺ
も
の
に
な
ら
な
い
。
多
様
性
、
徹
底
性
、
だ
が
就
中
、
翻
訳
を
作
成
す
る
時
と
か
自
主

的
な
研
究
に
際
し
て
い
つ
で
も
必
要
と
な
る
実
用
的
な
例
文
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
辞
書
を
同
様
の
辞
書
の
中
で
最
高
の
も
の
と

し
、
確
か
に
あ
る
べ
き
和
独
辞
書
に
し
て
い
る
。
こ
の
辞
書
の
出
現
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
語
界
に
新
紀
元
が
始
ま
る
も
の
と
私
は
確
信
す
る
。

と
い
う
の
は
こ
の
辞
書
は
そ
の
豊
富
な
内
容
に
よ
っ
て
生
徒
を
も
っ
と
独
り
立
ち
に
し
て
く
れ
、
勉
強
を
と
て
も
楽
し
く
さ
せ
る
。
そ
れ
ゆ

え
に
そ
の
大
き
な
苦
心
、
大
変
綿
密
な
注
意
、
そ
し
て
十
分
に
示
さ
れ
た
手
腕
に
対
し
て
編
者
諸
氏
に
心
か
ら
感
謝
す
る
）

従
来
の
和
独
辞
書
と
し
て
は
明
治
初
期
に
レ
ー
マ
ン
校
定
「
和
独
対
訳
字
林
』
が
あ
り
、
優
れ
た
内
容
の
辞
典
で
あ
っ
た
が
、
既
に
入

手
が
困
難
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
日
本
語
史
の
資
料
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
明
治
二
十
九
年
に
は
『
和
独
字
彙
』
（
平
塚

定
二
郎
他
編
、
Ｐ
・
エ
ー
マ
ン
補
正
）
、
同
井
上
哲
次
郎
・
登
張
信
一
郎
・
山
田
基
編
「
新
和
独
辞
典
』
（
大
倉
書
店
）
が
出
、
さ
ら
に
「
蒲

詳
解
和
独
辞
典
」
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
岡
倉
一
郎
編
「
新
訳
和
独
辞
典
」
（
金
刺
芳
流
堂
）
も
出
版
さ
れ
た
。
前
一
一
書
は
既
に
入
手
が
困

難
に
な
っ
て
い
た
上
に
、
岡
倉
の
も
の
と
同
様
暴
詳
解
和
独
辞
典
』
に
較
べ
る
と
種
々
の
点
で
見
劣
り
が
し
た
の
は
明
ら
か
だ
っ
た
。

、
○
四
の
ｎ
ケ
の
の
①
の
Ｃ
宮
の
丙
．

【
ご
①
の
印
の
ロ
・
富
山
ロ
日
興
四
一
は
、
丙
の
Ｒ
○
己
昌
一
】
ｎ
房
の
旨
く
○
円
＆
」
の
日
呂
の
Ｒ
Ｑ
①
【
閃
の
一
ｓ
三
日
Ｑ
冨
已
「
Ｑ
討
冨
＆
§
亀
【
＆
巴
ミ
ミ
曰
・
弓
§
》
弓
』
①

曰
四
口
の
】
の
す
の
］
シ
口
許
門
ご
ｍ
Ｅ
〕
ぬ
ぐ
。
□
ロ
ケ
の
［
の
①
旨
ｐ
ｐ
ｍ
の
ロ
。
』
の
円
坤
の
〕
の
ロ
シ
【
す
の
】
〔
の
ご
）
の
Ｑ
の
ロ
ン
ロ
、
①
口
匡
】
ｎ
斤
す
日
巨
Ｏ
宮
》
の
］
●
ず
の
曰
＆
①
の
①
日

三
二
．
『
（
の
【
す
巨
◎
ず
の
巨
巨
庁
の
【
四
臣
の
ロ
叫
声
ロ
ー
旨
彦
の
口
団
□
ｎ
ケ
の
Ｈ
ｐ
ｇ
の
口
の
円
の
庁
の
ロ
勺
一
四
【
Ｎ
・
］
四
口
〕
四
Ｏ
宮
の
ロ
①
の
図
巨
』
の
ロ
】
］
囚
ご
四
目
】
の
Ｏ
彦
Ｉ
ｅ
の
巨
庁
の
ｎ
百
の
ご

二
つ
風
の
Ｈ
ワ
ロ
ｎ
ケ
の
白
＆
す
曰
已
の
【
馬
の
の
（
の
ロ
ロ
ワ
の
目
の
ロ
、
ロ
ロ
血
Ｑ
四
Ｐ
日
】
【
』
①
曰
ｐ
Ｈ
の
Ｓ
の
旨
の
ご
曰
の
の
①
の
三
○
耳
①
Ｓ
巨
呂
の
の
巨
言
の
門
』
の
ご

□
の
三
ｍ
Ｃ
ず
‐
す
の
患
の
の
①
ロ
の
ロ
の
白
の
ロ
の
口
の
シ
日
四
口
宮
の
ｎ
ケ
の
ロ
ー
己
ａ
》
ｇ
の
ロ
ロ
臼
の
の
①
の
口
巨
ｎ
ヶ
の
（
の
岸
ぐ
の
貝
９
ｍ
の
ｍ
の
旨
①
の
【
○
口
の
〔
Ｈ
巨
丙
【
］
○
口
の
‐

円
の
－
０
亘
巨
日
の
』
①
曰
の
ｎ
ケ
ご
］
①
Ｈ
日
の
け
吋
四
貝
２
ｍ
の
ロ
の
可
ロ
Ｐ
の
巨
巨
９
日
囚
、
宮
忌
ロ
の
○
閏
す
①
拝
の
陣
○
す
の
Ｈ
・
ロ
日
巨
日
急
自
白
の
ロ
ロ
ロ
ロ
丙
旦
の
ロ

国
の
門
【
の
ご
く
の
Ｈ
註
叩
の
①
日
毎
己
旨
の
ロ
ｍ
Ｈ
ｏ
Ｐ
の
ご
可
｝
の
】
Ｐ
】
言
の
四
○
ｍ
の
の
。
温
［
四
房
目
１
１
口
の
旨
の
○
門
の
】
＆
の
日
冨
囚
炉
の
す
の
菖
の
⑪
の
ロ
①
日
＆
‐
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従
っ
て
「
新
訳
詳
解
和
独
辞
典
』
は
和
独
辞
書
界
に
は
独
歩
の
観
が
あ
っ
た
。

初
版
が
出
て
か
ら
四
年
後
の
こ
と
だ
が
、
大
正
五
年
五
月
号
「
独
逸
語
学
雑
誌
』
に
「
和
独
辞
書
界
の
一
新
紀
元
１
・
」
と
題
し
て
第

十
三
版
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
勝
ち
誇
っ
た
よ
う
な
雰
囲
気
き
え
あ
る
。

本
書
は
多
年
高
等
学
校
に
教
鞭
を
執
ら
れ
、
独
逸
語
教
授
に
に
最
も
豊
富
な
る
有
せ
ら
る
秘
著
者
両
先
生
が
献
身
的
励
精
の
余

大
成
せ
ら
れ
た
る
本
邦
唯
一
の
和
独
辞
典
な
り
。
先
づ
語
詞
蒐
集
の
綿
密
斬
新
、
対
訳
の
正
確
巧
妙
な
る
は
勿
論
、
註
解
明
確
親

切
に
し
て
初
学
者
と
錐
も
容
易
に
所
要
の
語
を
求
め
得
く
し
。
特
に
動
詞
、
前
置
詞
等
用
法
の
困
難
な
る
も
の
は
其
支
配
格
を
示

せ
る
外
多
く
の
適
切
な
る
文
例
を
挙
げ
、
且
つ
日
常
慣
用
熟
語
を
も
網
羅
し
て
洩
ら
さ
ず
。
夙
に
和
独
教
書
界
に
一
新
起
元
を
割

せ
り
と
の
公
評
を
博
し
、
今
や
斯
界
独
歩
の
辞
書
と
な
り
、
十
三
版
を
重
ね
て
需
要
益
々
拡
大
せ
り
。

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
は
エ
ミ
ー
ル
・
ユ
ン
ケ
ル
、
権
田
保
之
助
共
編
『
袖
珍
和
独
辞
典
」
（
有
朋
堂
）
が
出
、
高
校
生
を
中
心
に
一

時
か
な
り
用
い
ら
れ
た
が
、
普
及
の
程
度
は
『
新
訳
詳
解
和
独
辞
典
』
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。

小
田
切
は
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
八
月
十
一
一
日
付
で
京
都
の
第
三
高
等
学
校
教
授
に
転
任
し
た
。
（
高
等
官
四
等
、
七
級
俸
）
独
語

を
担
当
し
た
。
ほ
か
に
当
時
の
三
高
の
ド
イ
ツ
語
教
員
に
は
教
授
と
し
て
片
山
正
雄
、
内
田
新
也
、
平
田
元
吉
、
成
瀬
清
、
橋
本
忠
夫
、

茅
野
儀
太
郎
、
小
牧
健
夫
、
傭
外
国
人
教
師
と
し
て
フ
リ
ッ
ッ
・
エ
ス
・
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
、
フ
ラ
ン
ッ
・
オ
ッ
ト
ー
・
ヘ
ル
フ
リ
ッ
チ
ュ
が
あ
っ
泡
。

以
降
、
小
田
切
は
昭
和
七
年
に
亡
く
な
る
ま
で
一
一
一
高
教
授
と
し
て
ド
イ
ツ
語
を
講
じ
続
け
た
。
そ
れ
と
と
も
に
京
大
教
授
の
西
田
幾
多

（
９
）

住
ん
だ
。

以
降
、
小
田
切
は
昭
和
，

郎
と
往
来
が
再
開
し
た
。

木
村
廉
は
「
小
田
切
さ
ん
の
独
乙
語
に
は
仲
々
の
思
出
が
あ
る
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

（
８
）

京
都
で
は
大
正
九
年
当
時
、
京
都
市
上
京
区
岡
崎
町
入
江
五
十
番
地
に
住
み
、
昭
和
七
年
当
時
、
左
京
区
南
御
所
町
四
十
番
地
に

三
高
教
授
時
代
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小
田
切
さ
ん
に
は
二
年
の
時
に
エ
ッ
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
心
理
学
を
習
っ
た
。
内
容
が
六
ケ
敷
い
上
に
先
生
の
訳
が
頗
る
難
解
で
随
分

閉
口
し
た
。
殊
に
』
。
ｎ
戸
」
の
目
ロ
・
・
戸
号
の
二
・
ｎ
ヶ
巨
己
Ｎ
ミ
目
な
ど
に
は
先
生
独
特
の
訳
が
あ
っ
て
そ
の
通
り
に
云
は
な
い
と
通

ら
な
い
の
だ
。
こ
の
事
は
へ
ル
フ
リ
ッ
チ
ュ
も
良
く
知
っ
て
居
て
、
ヘ
ル
フ
リ
ッ
チ
ュ
の
時
間
に
「
こ
の
８
ｓ
の
意
味
は
？
」
な
ど
と
尋
ね
る
と
、

「
そ
れ
は
小
田
切
さ
ん
に
聞
い
て
置
こ
う
」
な
ど
魁
云
っ
て
ゐ
た
・
Ｉ
（
大
浦
八
郎
編
「
三
高
八
十
年
回
顧
」
）

ま
た
、
後
年
母
校
の
三
高
教
授
、
京
大
教
授
を
歴
任
し
た
古
松
貞
一
は
「
ド
イ
ツ
語
を
教
は
っ
た
の
は
小
田
切
良
太
郎
、
成
瀬
清
、

片
山
正
雄
、
ヘ
ル
フ
リ
ッ
チ
の
諸
先
生
で
あ
っ
て
、
わ
た
く
し
が
理
乙
に
入
学
し
な
が
ら
、
現
在
ド
イ
ツ
語
の
教
師
を
つ
と
め
て
ゐ
る
の
は

他
に
も
い
ろ
い
ろ
理
由
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
得
難
い
先
生
た
ち
に
ド
イ
ツ
語
の
手
ほ
ど
き
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
大
き
な
力
で
あ
っ
た
」

（
『
三
高
八
十
年
回
顧
」
）
と
語
り
、
小
田
切
を
ド
イ
ツ
語
の
恩
師
の
一
人
に
数
え
て
い
る
。

留
学

〈、）

追
悼
文
「
小
田
切
教
授
の
計
」
に
添
え
ら
れ
た
「
略
歴
」
に
よ
る
と
、
小
田
切
は
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
二
月
十
四
日
、
文
部
省
よ

り
独
語
及
び
語
学
教
授
法
の
研
究
の
た
め
満
三
カ
年
の
ド
イ
ツ
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
「
官
報
」
第
三
十
七
号
（
昭
和
二
年
一
一
月
十
六
日
）

に
掲
載
さ
れ
た
辞
令
は
次
の
通
り
。

第
三
高
等
学
校
教
授
小
田
切
良
太
郎

独
逸
語
及
語
学
教
授
法
研
究
ノ
為
独
逸
国
へ
在
留
ヲ
命
ス

そ
の
後
「
略
歴
」
に
よ
る
と
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
八
月
百
、
伊
太
利
及
び
亜
米
利
加
を
在
留
国
に
追
加
し
た
。
さ
て
昭
和
四

年
三
月
三
十
一
日
調
『
文
部
省
在
外
研
究
員
表
』
（
文
部
省
専
門
学
務
局
）
を
見
る
と
、
小
田
切
に
つ
い
て
次
の
デ
ー
タ
が
記
き
れ
て
い
る
。

氏所

名属

一一一吉向

小
田
切
良
太
郎
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少
し
補
足
す
る
と
、
学
位
称
号
の
「
文
」
は
文
学
士
の
こ
と
で
あ
り
、
研
究
学
科
の
「
独
逸
語
及
語
学
教
授
法
」
は
当
時
の
ド
イ
ツ

語
教
師
が
留
学
す
る
際
の
目
的
の
一
般
的
な
標
記
で
あ
っ
た
。
在
留
期
間
の
三
カ
年
と
い
う
の
は
語
学
教
師
の
場
合
は
一
年
半
が
普
通
だ
っ

た
の
で
、
小
田
切
の
場
合
は
例
外
で
あ
っ
た
。
在
留
国
到
着
期
間
の
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
六
月
十
九
日
と
い
う
の
は
ド
イ
ツ
に
到
着
し

た
日
を
指
し
て
い
る
。
在
留
満
期
が
昭
和
四
年
三
月
一
一
一
十
日
と
い
う
の
は
そ
の
日
に
帰
国
し
た
と
見
て
よ
い
で
ろ
う
。
備
考
に
短
縮
九
カ

月
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
在
留
期
間
が
三
カ
年
の
者
に
対
し
て
文
部
省
に
よ
っ
て
取
ら
れ
た
措
置
で
、
多
く
場
合
一
年
短
縮
き
れ
た
。
な
お

小
田
切
は
こ
の
間
前
記
「
略
歴
」
に
よ
る
と
、
昭
和
三
年
十
月
一
一
十
一
一
一
日
に
在
留
期
間
を
同
四
年
一
一
一
月
三
十
日
ま
で
に
延
期
し
て
い
る
。

延
期
の
理
由
は
次
に
述
べ
る
こ
と
と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
在
留
国
は
「
独
、
伊
、
米
」
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
そ
れ
以
上
の

こ
と
は
殆
ど
分
か
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
に
紹
介
す
る
資
料
に
よ
っ
て
少
な
く
と
も
ラ
イ
プ
ッ
ィ
ヒ
大
学
で
研
究
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

ラ
イ
プ
ッ
イ
ヒ
大
学
文
書
館
｛
口
已
ぐ
の
円
の
尽
斤
の
日
Ｏ
宣
く
Ｆ
の
一
宮
一
ｍ
）
に
は
小
田
切
に
関
す
る
二
通
の
手
紙
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も

同
大
学
の
哲
学
部
長
の
手
に
な
る
も
の
で
同
じ
日
付
が
あ
る
。
な
お
、
こ
の
資
料
は
筆
者
が
国
際
交
流
基
金
に
よ
り
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊

官
職

学
位
称
号

研
究
学
科

在
留
国

在
留
期
間

在
留
国

到
着
期
間

在
留
満
期

備
考

四
、
一
一
一
、
三
０

短
縮
九
月

二
、
六
、
十

（
記
載
な
し
）

独
、
伊
、

三
箇
年

独
逸
語
及
語
学
教
授
法

独
、
伊
、
米

文

教
授

十
九
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直
前
の
一
九
八
九
年
の
夏
に
ラ
イ
プ
ッ
ィ
ヒ
に
滞
在
中
、
同
大
学
（
当
時
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
大
学
）
の
文
書
館
に
お
い
て
発
見
し
た
も
の
で

あ
る
。

の
①
】
庁
９
の
曰
【
国
の
、
の
庁
匡
（
』
の
Ｂ
ｏ
ｍ
Ｓ
の
】
＆
の
＆
の
口
の
①
ロ
］
冒
日
』
の
Ｈ
勺
三
・
の
。
□
宮
の
ｇ
の
口
司
四
宮
｝
註
（
＆
の
富
】
己
Ｈ
す
の
耳

己
巨
』
。
｝
○
四
の
＆
‐
ロ
ロ
旦
巨
の
（
○
回
の
Ｓ
ｇ
の
、
①
ロ
ー
Ｑ
の
【
の
同
巨
ロ
ロ
の
曰
の
己
【
の
Ｓ
の
ｐ
Ｑ
冒
庁
の
円
の
①
の
】
の
耳
の
Ｈ
］
四
℃
目
の
Ｈ
・
Ｚ
の
口
の
ａ
Ｂ
ｍ
の
け
日
の
】
＆
ロ
ロ
ロ

の
冒
含
Ｈ
ｓ
の
①
の
ロ
ミ
①
ｎ
斤
の
、
旨
Ｐ
目
屋
凶
①
耳
の
門
出
の
閂
の
曰
、
の
旨
ご
ロ
①
Ｐ
勺
円
・
庁
の
の
。
Ｈ
○
口
四
ｍ
】
１
．

Ｐ
の
言
の
Ｒ
毎
門
□
の
三
の
Ｓ
目
の
日
の
目
の
ご
日
ロ
ロ
の
ご
曰
曰
【
『
○
曰
く
の
Ｈ
［
四
の
ｍ
の
局
①
旨
①
印
す
の
百
口
曰
の
ご
］
呂
四
巳
の
Ｓ
‐
Ｑ
の
三
の
Ｓ
三
○
弓
の
Ｒ
ケ
ロ
‐

＆
①
の
巨
己
、
の
、
の
日
＆
畳
、
己
（
』
の
Ｈ
レ
ウ
【
四
ｍ
の
ロ
ロ
、
の
旨
①
【
Ｑ
の
曰
の
＆
の
ロ
の
Ｂ
Ｂ
Ｂ
四
は
丙
彦
Ｈ
］
四
℃
目
①
Ｈ
す
①
の
、
忌
注
巴
・
㈲
の
己
の
円
の
旨
９

９
①
門
口
【
｝
囚
巨
ケ
９
の
の
○
の
ロ
ロ
ロ
ロ
【
の
口
巨
ご
曰
の
昏
曰
口
巨
の
（
の
彦
の
Ｈ
ｐ
ｇ
の
ロ
目
色
】
Ｏ
宮
の
の
片
口
ｓ
の
口
巨
口
斤
の
円
の
庁
二
百
頁
伝
】
曰
○
の
、
の
ロ
の
四
百
Ｎ
ロ
□
の
扁
巨
の

ぐ
。
Ｈ
百
日
の
日
二
三
＆
①
巨
石
目
】
ロ
の
ご
貝
四
＆
国
三
の
こ
□
冑
の
す
の
白
の
の
⑫
の
ロ
ロ
ヨ
、
①
ロ
の
ご
曰
□
の
Ｎ
の
日
す
の
Ｈ
日
向
己
の
。

□
四
口
口
ロ
ロ
の
日
○
の
己
の
】
呉
旨
の
Ｏ
彦
の
ロ
の
①
日
日
日
巨
ｐ
ｇ
ｇ
の
Ｒ
巨
昌
の
日
の
－
，
ケ
ロ
の
（
の
ロ
ン
耳
の
】
盲
目
、
四
口
①
旨
の
円
く
①
ユ
四
口
、
の
門
口
ロ
、
』
①
の
ｐ
Ｈ
‐

一
口
こ
す
①
の
○
ｓ
四
口
の
岸
の
巴
〉
亘
耳
の
（
ｓ
の
少
亘
の
盲
信
ｇ
の
三
一
巳
の
（
の
Ｈ
旨
曰
ワ
の
岳
の
、
①
目
」
の
ｍ
の
、
言
の
】
ず
の
ご
す
の
ご
Ｈ
ご
『
・
耳
の
己
目
ｇ
の
【
巴
‐

の
①
島
＆
］
四
宮
巳
の
ｇ
の
三
日
】
の
庁
の
【
百
口
』
の
①
ご
曰
の
己
。
言
の
ョ
『
の
拝
の
ｑ
の
】
Ｓ
の
ご
Ｎ
巨
急
・
］
』
①
Ｐ

Ｓ
の
已
巨
一
○
」
○
四
の
、
臣
‐
宮
の
［
○
回
の
◎
ず
の
鈩
亘
①
】
ロ
ロ
ｍ

ｅ
の
吋
勺
ロ
】
｝
○
の
。
っ
ぽ
］
の
Ｏ
声
の
ロ
可
四
丙
巨
岸
叫
｛

（ｕ〉

「
］
国
四
・

シ
ロ

ｇ
の
二
百
ｍ
【
の
Ｈ
ご
曰
ご
Ｈ
ぐ
・
」
丙
の
三
目
口
、
目

Ｆ
①
一
℃
Ｎ
】
ぬ
』
①
ロ
］
の
］
ロ
」
】
］
①
画
⑭

□
円
の
の
ｇ
の
Ｐ

ｔ
く
く
く
く
Ｋ
く
く
～
７
？
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（辺）

こ
れ
は
当
時
一
フ
イ
プ
ッ
イ
ヒ
大
学
哲
学
部
長
で
あ
っ
た
モ
ル
の
ド
レ
ス
デ
ン
国
民
教
育
省
宛
て
の
手
紙
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が

書
か
れ
て
い
る
。
第
一
次
大
戦
以
後
、
ラ
イ
プ
ッ
イ
ヒ
大
学
哲
学
部
の
東
ア
ジ
ア
学
科
で
は
言
語
学
・
歴
史
の
知
識
を
持
ち
、
そ
し
て
そ

れ
に
関
心
を
持
っ
た
日
本
人
の
協
力
者
を
欠
い
て
い
た
。
そ
こ
へ
第
三
高
等
学
校
教
授
で
有
名
な
和
独
字
書
の
編
者
で
、
当
時
日
本
人
の

た
め
の
独
逸
文
法
書
を
編
纂
し
よ
う
と
し
て
い
た
小
田
切
氏
が
や
っ
て
来
て
、
同
氏
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
。
残
念
な
が
ら
同
氏
の
留
学

の
期
間
と
公
費
は
そ
れ
以
前
と
は
異
な
り
わ
ず
か
一
一
年
間
と
し
て
計
算
し
て
あ
り
十
二
月
に
終
わ
る
。
東
ア
ジ
ア
科
と
日
本
科
と
っ
て
は

小
田
切
氏
の
留
学
期
間
の
延
長
が
重
要
な
の
で
、
ラ
イ
プ
ッ
イ
ヒ
大
学
の
哲
学
部
の
言
語
学
・
歴
史
部
門
の
学
部
長
名
で
ド
レ
ス
デ
ン
の

ザ
ク
セ
ン
州
教
育
省
を
通
じ
て
、
同
封
の
手
紙
を
日
本
の
文
部
省
に
送
り
、
小
田
切
の
留
学
延
長
の
依
頼
し
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

小
田
切
の
留
学
先
は
こ
れ
に
よ
り
ラ
イ
プ
ッ
イ
ヒ
大
学
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
さ
て
、
同
封
の
手
紙
と
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ

た
。

（
週

ｚ
Ｈ
・
「
」
国

シ
ロ

１
口
の
【
巴
の
①
Ｈ
｝
】
＆
］
四
宮
巳
の
＆
の
宣
旨
亘
の
Ｈ
旨
曰
』
の
の
ロ
二
の
国
の
亘
の
旨

。
ｓ
亀

』
・
ロ
・
□
の
丙
四
目

旧
の
】
ロ
凶
、
」
①
ご
」
①
］
ロ
ー
】
］
①
四
ｍ

目
○
門
目
○
Ｊ
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こ
の
二
通
の
手
紙
だ
け
か
ら
は
実
際
に
モ
ル
学
部
長
の
希
望
通
り
に
小
田
切
の
在
留
期
間
の
延
長
が
認
め
ら
れ
、
東
ア
ジ
ア
学
科
に
一
雇

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
は
断
定
で
き
な
い
が
、
手
紙
が
書
か
れ
た
日
付
が
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
）
七
月
一
六
日
で
あ
り
、
小
田
切
が
同

年
十
月
一
一
十
三
日
に
在
留
延
期
を
し
て
い
る
を
考
慮
す
る
と
、
そ
の
可
能
性
は
高
い
と
思
う
。
な
お
小
田
切
は
留
学
中
ド
イ
ツ
文
法
書

を
書
き
つ
つ
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
出
版
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。

ラ
イ
プ
ッ
イ
ヒ
大
学
哲
学
学
部
の
言
語
・
歴
史
学
科
は
京
都
第
一
一
一
高
等
学
校
教
授
の
小
田
切
氏
の
公
的
留
学
経
費
を
伴
う
休
暇
の

延
長
の
請
願
を
強
く
支
持
し
て
お
り
ま
す
。

哲
学
学
部
東
ア
ジ
ア
研
究
所
は
言
語
分
野
の
研
究
及
び
書
誌
的
作
業
に
お
け
る
小
田
切
教
授
の
協
力
を
非
常
に
必
要
と
し
て
お
り
、

そ
れ
故
、
差
し
支
え
が
な
け
れ
ば
、
何
と
言
っ
て
も
彼
の
学
校
の
事
情
が
許
す
限
り
で
す
が
、
彼
の
貴
重
な
助
力
を
な
お
一
年
ほ
ど
得
ら

れ
る
こ
に
な
れ
ば
、
感
謝
を
込
め
て
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

小
田
切
教
授
に
と
っ
て
は
、
さ
ら
に
休
暇
を
延
長
す
る
こ
と
は
彼
の
ド
イ
ツ
文
法
書
の
仕
上
げ
際
し
て
ド
イ
ツ
人
学
者
の
貴
重
な
支
援

小
田
切
教
授
に
と
っ
て
は
、
さ
ら
に

が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

（
訳
文
）

在
東
京
日
本
帝
国
文
部
省
宛

哲
学
学
部

言
語
・
歴
史
学
科

現
学
部
長

モ
ル

ラ
イ
プ
ッ
イ
ヒ
大
学

3２



小
田
切
は
晩
年
週
一
度
、
神
戸
商
業
大
学
の
非
常
勤
講
師
を
務
め
た
。
そ
こ
の
講
師
だ
っ
た
加
藤
一
郎
は
彼
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
語
っ
て
い
る
。
加
藤
は
昭
和
四
年
三
月
に
京
大
独
文
科
を
卒
業
し
、
四
月
に
神
戸
商
業
大
学
講
師
に
就
任
し
た
。

晩
年
及
び
死

（皿）

昭
和
四
年
一
一
一
月
に
帰
国
し
た
小
田
切
は
翌
年
か
ら
一
一
期
に
一
旦
り
一
一
一
高
の
教
務
主
任
を
務
め
た
。

と
こ
ろ
で
筆
者
の
手
元
に
は
、
日
本
放
送
協
会
か
ら
昭
和
五
年
（
一
九
三
○
）
七
月
に
発
行
さ
れ
た
「
夏
期
独
逸
語
講
座
」
と
い
う

題
す
る
ラ
ジ
オ
ド
イ
ツ
語
講
座
の
テ
キ
ス
ト
一
冊
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
小
田
切
と
武
内
大
造
（
東
京
外
国
語
学
校
教
授
）
が
講
師
を
務

徹
底
し
た
文
法
学
者
で
あ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
い
い
か
ら
、
高
商
出
の
学
生
相
手
の
初
級
文
法
の
ク
ラ
ス
を
お
願
い
し
よ
う
と
し
た
ら
、

「
君
は
若
い
間
に
し
っ
か
り
文
法
を
勉
強
し
な
け
り
や
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
ブ
ラ
ッ
ッ
の
文
典
を
精
読
す
る
こ
と
で
す
」
と
諌
め

ら
れ
、
そ
れ
か
ら
２
年
間
は
じ
っ
く
り
と
ブ
ラ
ッ
ッ
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
。
時
に
、
た
ま
た
ま
持
っ
て
い
た
新
刊
の
文
学
書
を
お

見
せ
す
る
と
、
先
生
は
著
者
な
ど
無
関
心
に
パ
ラ
パ
ラ
と
ペ
ー
ジ
を
繰
ら
れ
、
本
文
を
読
み
下
し
な
が
ら
、
「
こ
こ
は
コ
ン
マ
が
要
る

と
こ
ろ
だ
な
」
と
う
そ
ぶ
か
れ
る
。
こ
ち
ら
は
恐
縮
し
て
平
伏
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
（
中
略
）
し
ば
ら
く
し
て
「
加
藤
君
、
君
な

ど
は
高
等
学
校
で
操
ま
れ
る
ほ
う
が
将
来
の
た
め
だ
か
ら
、
わ
し
と
交
替
し
て
三
高
に
移
っ
た
ら
ど
う
か
な
、
わ
し
は
神
一
戸
へ
替
わ

下
一
冊
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
小
田
切
と
武
内
大
造
（
東
京
外
国
語
学
校
教
授
）
が
講
師
を
務

め
て
い
る
。
期
間
は
昭
和
五
年
七
月
一
一
十
一
日
よ
り
八
月
三
十
日
ま
で
（
但
し
日
曜

ｊ

》蠕》い『》〈辨辨罹楴凸録》壺岬鈩誹咋譜》》一部許柞畔》評価拙缶紳杵罐に
佃
期
縦
こ
の
時
だ
け
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
と
に
か
く
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
ラ

４
便
本
ジ
オ
の
ド
イ
ツ
語
講
座
の
講
師
を
務
め
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
し
、
当
時
彼
の
ド
イ

く
日
シ
語
学
者
と
し
て
の
評
価
が
か
な
り
高
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
う
。
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こ
れ
は
い
か
に
も
小
田
切
の
文
法
学
者
ら
し
い
一
面
を
伝
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
文
中
の
ブ
ラ
ッ
ッ
（
四
四
百
）
の
文
法
書
と
は

ｚ
の
Ｓ
ｏ
ｎ
豆
の
旨
の
＆
の
⑦
日
日
日
日
岸
の
こ
と
で
、
こ
れ
は
全
二
巻
か
ら
成
る
二
千
二
百
頁
の
大
著
で
、
専
門
家
向
け
で
あ
っ
た
。

西
田
幾
多
郎
の
日
記
に
よ
る
と
、
西
田
は
昭
和
七
年
一
一
一
月
一
一
十
九
日
に
三
高
へ
行
き
、
小
田
切
と
溝
渕
進
馬
に
逢
っ
た
。
こ
れ
が
西
田

が
生
前
の
小
田
切
に
会
っ
た
最
後
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

小
田
切
が
亡
く
な
っ
た
の
は
昭
和
七
年
（
一
九
三
一
一
）
八
月
一
一
十
日
で
あ
っ
た
。
翌
日
の
京
都
日
出
新
聞
は
「
小
田
切
良
太
郎
氏
／
脳

溢
血
で
逝
去
」
と
題
し
て
顔
写
真
入
り
で
次
の
よ
う
に
報
じ
た
。

小
田
切
良
太
郎
は
文
字
通
り
「

（
ｕ

当
時
の
新
聞
に
は
、
葬
儀
は
八
［

さ
れ
る
と
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
た
。

第
三
高
等
学
校
勅
任
教
授
小
田
切
良
太
郎
氏
は
二
十
日
午
前
三
時
避
暑
先
な
る
和
歌
山
県
海
草
郡
盤
津
村
で
突
然
脳
溢
血
の
た

め
に
逝
去
し
た
、
享
年
六
十
一
、
遺
骸
は
廿
日
夕
刻
京
都
市
河
原
町
荒
神
口
上
る
自
宅
に
送
ら
れ
た
。
葬
儀
日
取
は
未
定

因
に
氏
は
明
治
五
年
五
月
十
八
日
郷
里
茨
城
県
阿
曽
郡
佐
野
町
二
七
四
に
生
れ
同
廿
三
年
七
月
東
大
文
学
部
哲
学
科
卒
業
同
廿

四
年
九
月
浄
土
宗
大
学
講
師
同
出
六
年
九
月
真
宗
大
学
講
師
、
同
廿
八
年
四
高
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
大
正
二
年
八
月
三
高
教
授
と

な
り
昭
和
五
年
四
月
同
校
教
務
主
任
、
本
年
六
月
一
五
日
勅
任
官
高
等
官
二
等
に
叙
せ
ら
る
位
階
は
正
四
位
勲
三
等
、
独
語
教

育
の
権
威
で
、
氏
の
薫
陶
受
け
た
も
の
多
く
痛
く
惜
し
ま
れ
て
ゐ
る
。

な
ほ
遺
族
は
夫
人
と
の
間
に
子
宝
に
恵
ま
れ
四
男
三
女
あ
り
、
（
後
略
）

（脂）

っ
て
き
て
も
い
い
ん
だ
よ
。
よ
け
れ
ば
一
二
高
に
話
を
つ
け
よ
う
か
」
と
一
一
一
一
口
わ
れ
た
が
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
急
逝
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

〈
字
通
り
「
独
語
教
育
の
権
威
」
と
し
て
そ
の
た
め
に
生
涯
を
捧
げ
た
人
で
あ
っ
た
。

葬
儀
は
八
月
二
十
一
一
一
日
午
後
四
時
よ
り
五
時
ま
で
京
都
市
上
京
区
寺
町
丸
太
町
上
ル
山
口
仏
教
会
館
に
て
執
行
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葬
儀
の
模
様
は
翌
年
の
三
高
同
窓
会
編
「
会
報
』
第
五
号
（
昭
和
八
年
）
に
「
小
田
切
教
授
の
計
」
と
題
し
て
詳
し
く
報
じ
ら
れ

て
い
る
の
で
、
紹
介
し
よ
う
。

昨
年
八
月
和
歌
山
県
麗
津
村
に
避
暑
中
十
九
日
夜
突
如
遠
逝
さ
れ
た
小
田
切
教
授
の
計
は
、
夢
か
と
ば
か
り
人
々
を
驚
か
せ

た
が
、
や
は
り
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
で
や
が
て
一
一
十
三
日
、
寺
町
丸
太
町
上
ル
山
口
仏
教
会
館
で
告
別
式
を
挙
行
き
れ
た
。
参
列

者
は
約
五
百
に
達
し
、
何
人
も
氏
の
深
淵
な
学
殖
と
率
直
な
人
格
と
を
欽
慕
し
て
措
か
な
か
っ
た
。
当
日
学
校
長
並
び
に
同
窓
会

長
の
詠
ま
れ
た
弔
辞
を
次
に
掲
げ
て
氏
を
偲
ぶ
よ
す
が
と
す
る
。

弔
詞

本
稿
教
授
従
三
位
勲
三
等
小
田
切
良
太
郎
君
卒
然
ト
シ
テ
逝
ク
、
嶋
呼
悲
シ
イ
哉
、
惟
フ
ニ
君
ハ
独
逸
語
学
二
堪
能
ニ
シ
テ
実
一
一

斯
界
ノ
権
威
タ
リ
、
大
正
二
年
以
来
本
校
二
教
鞭
ヲ
執
ル
コ
ト
ニ
ニ
一
一
十
星
霜
、
ソ
ノ
間
俊
秀
深
淵
ナ
ル
学
カ
ヲ
傾
注
シ
熱
心
二
後

つ
く

進
ヲ
指
導
シ
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
傍
ラ
教
務
主
任
ト
シ
テ
繁
劇
ナ
ル
校
務
ノ
進
捗
ニ
カ
ヲ
褐
シ
、
且
深
ク
訓
育
二
意
ヲ
用
ヰ
、
誠
実

率
直
ナ
ル
人
格
ハ
学
生
ノ
敬
慕
シ
テ
措
力
ザ
ル
所
ナ
リ
キ

に
わ

今
ャ
逓
カ
ニ
コ
ノ
精
励
衷
誠
ノ
人
ヲ
失
上
荘
然
ト
シ
テ
一
一
一
一
ロ
ブ
所
ヲ
知
ラ
ズ
卿
力
蕪
辞
ヲ
陳
べ
テ
哀
悼
ノ
至
情
ヲ
表
ス

昭
和
七
年
八
月
一
一
十
三
日
第
三
高
等
学
校
長
溝
渕
進
馬

一
陣
‐

ニ
ニ
ロ

第
一
二
高
等
学
校
教
授
小
田
切
良
太
郎
君
莞
ス
、
君
ハ
多
年
母
校
二
於
テ
育
英
ノ
業
二
従
上
傍
ラ
吾
ガ
ー
ー
ー
高
同
窓
会
理
事
ト
シ
テ

鞠
躬
尽
痒
セ
ラ
ル
其
ノ
学
識
ノ
該
博
ニ
シ
テ
其
オ
教
化
ノ
懇
切
ナ
ル
夙
二
内
外
ノ
翔
望
ス
ル
所
今
ャ
卒
然
ト
シ
テ
其
ノ
計
一
一
接
ス
，

哀
惜
何
ゾ
堪
ヘ
ン
剛
力
蕪
辞
ヲ
陳
ネ
テ
敬
弔
ノ
意
ヲ
表
ス

昭
和
七
年
八
月
一
一
十
一
一
一
日
三
高
同
窓
会
長
溝
渕
進
馬

弔
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来
日
ま
で

（
四

履
歴
書
に
よ
る
と
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
ヴ
ォ
ー
ル
フ
ァ
ー
ル
ト
（
同
日
の
斤
三
・
ロ
罵
曰
耳
豈
）
は
一
八
七
一
二
年
（
明
治
六
年
）
十
一
月
十
六
日
、
ロ

イ
ス
公
国
の
ロ
ー
ブ
ス
タ
イ
ン
附
近
の
チ
ー
ル
バ
ッ
ハ
（
二
百
宮
＆
）
に
生
ま
れ
た
。
プ
ラ
ウ
エ
ン
の
師
範
階
梯
の
小
学
校
に
お
い
て
八
年
間

修
業
し
、
同
市
の
師
範
学
校
に
お
い
て
六
年
間
修
業
後
、
一
八
九
四
年
学
校
教
師
の
採
用
試
験
を
経
て
グ
ラ
ウ
ヒ
ョ
ウ
に
お
け
る
助
教
師

に
就
職
し
た
。
九
十
六
年
検
定
試
験
を
受
け
て
本
教
師
と
な
っ
た
。
一
八
九
七
年
ド
レ
ス
デ
ン
で
体
操
教
師
の
試
験
を
受
け
合
格
し
た
。
’

八
九
六
年
九
月
以
後
ラ
イ
プ
ッ
ィ
ヒ
の
教
師
と
な
り
傍
ら
当
地
の
大
学
の
聴
講
生
に
な
っ
た
。
だ
が
一
九
○
一
年
（
明
治
三
十
四
年
）
十
二

月
に
至
り
、
日
本
の
金
沢
の
第
四
高
等
学
校
に
お
い
て
明
治
三
十
五
年
一
月
一
日
よ
り
三
十
七
年
七
月
一
一
一
十
一
日
ま
で
ド
イ
ツ
語
と
ラ
テ
ン

な
お
叙
勲
と
し
て
は
、
添
え
ら
れ
た
「
略
歴
」
に
よ
れ
ば
勲
六
等
瑞
宝
章
（
大
正
六
年
）
、
勲
五
等
瑞
宝
章
（
同
十
年
）
、
勲
四
等

瑞
宝
章
（
同
十
二
年
）
を
そ
れ
ぞ
れ
授
与
き
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
前
記
京
都
日
出
新
聞
の
記
事
に
よ
る
と
、
昭
和
六
年
六
月
に
勲
三
等

の
叙
せ
ら
れ
た
。
位
階
は
死
後
特
旨
を
以
て
位
一
級
を
進
め
ら
れ
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
た
。

の格言である。私共は忘れることが出来ない」と。（、）
小
田
切
に
は
夫
人
と
の
間
に
四
男
三
女
が
あ
っ
た
が
、
長
男
の
瑞
穂
（
京
大
出
身
の
理
学
士
で
京
大
化
学
研
究
所
員
）
は
「
父
を
憶
竺

と
い
う
文
章
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
家
庭
に
於
け
る
父
、
是
は
全
く
私
共
に
取
っ
て
は
い
箇
父
の
一
語
に
尽
き
る
。
そ
し
て
そ
の
百
、
父
』

な
る
言
葉
の
内
容
は
私
共
が
幼
少
時
か
ら
父
を
失
ふ
ま
で
に
至
る
間
に
終
始
感
じ
て
来
た
事
柄
な
の
で
あ
る
。
（
略
）
父
は
よ
く
私
共
と

夫
々
仕
事
や
学
業
等
に
就
い
て
共
に
語
る
事
を
楽
し
み
し
て
居
た
。
（
略
）
父
は
ま
た
非
常
な
努
力
家
で
あ
っ
た
。
（
略
）
庁
す
の
三
の
〔

少
忌
の
耳
一
缶
の
ワ
の
己
の
（
国
・
昏
目
、
一
之
は
父
が
去
年
夏
最
後
の
教
訓
で
あ
る
か
の
如
く
、
私
共
に
繰
り
返
し
繰
り
返
し
語
っ
た
ド
イ
ツ
語

エ
ル
ン
ス
ト
・
ヴ
ォ
ー
ル
フ
ァ
ー
ル
ト
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語
の
教
師
と
し
勤
務
す
る
契
約
を
締
結
し
た
。
給
料
一
カ
月
金
二
百
十
円
、
宿
料
一
カ
月
金
十
円
を
支
給
さ
れ
た
。

契
約
書

現
在
、
金
沢
大
学
資
料
館
に
は
ヴ
ォ
ー
ル
フ
ァ
ー
ル
ト
と
四
高
校
長
の
間
で
結
ん
だ
日
本
文
と
英
文
④
雇
用
契
約
書
が
数
種
保
管
さ
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
は
最
初
に
結
ん
だ
日
本
文
に
よ
る
契
約
書
を
紹
介
し
よ
う
。

第
一
方
第
四
高
等
学
校
長
北
條
時
敬
ト
第
二
方
独
逸
国
臣
民

エ
ル
ン
ス
ト
、
ウ
オ
ル
ト
フ
ァ
ル
ト
ト
取
結
フ
契
約
左
ノ
如
シ

第
一
條
エ
ル
ン
ス
ト
、
ウ
オ
ル
ト
フ
ァ
ル
ト
ヲ
第
四
高
等
学
校
教
師
ト
シ
テ
明
治
三
十
五
年
一
月
一
日
（
千
九
百
二
年
一
月
一
日
）
ヨ

リ
明
治
三
十
七
年
七
月
三
十
一
日
（
千
九
百
四
年
七
月
三
十
一
日
）
二
至
ル
ー
一
年
七
箇
月
間
一
雇
傭
ス

第
二
條
エ
ル
ン
ス
ト
、
ウ
オ
ル
ト
フ
ァ
ル
ト
ノ
給
料
ハ
雇
傭
期
間
中
全
壱
筒
月
金
弐
百
五
拾
円
ト
定
メ
毎
月
末
日
一
一
之
ヲ
支
給
ス

壱
筒
月
未
満
ノ
日
数
一
一
対
シ
テ
ハ
日
割
ヲ
以
テ
支
給
ス

第
三
條
ハ
独
逸
語
ノ
授
業
ヲ
担
任
ス
第
一
方
二
於
テ
必
要
ト
認
ム
ル
時
は
羅
典
語
ノ
授
業
ヲ
モ
担
任
す

第
四
條
エ
ル
ン
ス
ト
、
ウ
オ
ル
ト
フ
ァ
ル
ト
ハ
第
四
高
等
学
校
ノ
諸
規
則
ヲ
遵
守
シ
且
授
業
時
間
割
総
テ
等
第
一
方
ノ
指
揮
二
従
フ

ヘ
シ
事
エ
ル
ン
ス
ト
、
ウ
オ
ル
ト
フ
ァ
ル
ト
ノ
授
業
時
数
△
週
二
十
四
時
ヲ
超
過
セ
シ
メ
ス

第
五
條
エ
ル
ン
ス
ト
、
ウ
オ
ル
ト
フ
ァ
ル
ト
ヲ
雇
傭
期
間
満
了
ノ
後
尚
引
続
キ
雇
傭
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
其
期
間
満
了
六
十
日
前

第
六
條

エ
ル
ン
ス
ト
、
ウ
オ
ル

ニ
其
事
ヲ
予
告
ス
ヘ
シ

エ
ル
ン
ス
ト
、
ウ
オ
ル

除
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

前
項
ノ
場
合
二
於
テ
ハ
解
約
ノ
翌
日
ヨ
リ
起
算
シ
弐
筒
月
分
ノ
給
料
ヲ
支
給
ス
若
三
雇
傭
期
間
満
了
前
弐
箇
月
未
満

ウ
オ
ル
ト
フ
ァ
ル
ト
ノ
雇
傭
期
間
中
ト
錐
モ
止
ム
ヲ
得
サ
ル
事
由
ア
ル
ト
キ
ハ
第
一
方
二
於
テ
此
契
約
ヲ
解

3７



こ
れ
は
当
時
旧
制
高
校
で
外
国
人
教
師
を
一
雇
い
入
れ
る
場
合
、
校
長
と
当
該
教
師
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
契
約
書
の
一
般
的
な
形
式
と

内
容
で
あ
っ
た
。
以
後
三
年
毎
に
契
約
を
更
新
し
、
雇
傭
を
継
続
し
て
大
正
十
年
に
至
っ
た
。

四
高
時
代
の
こ
と
は
小
田
切
の
場
合
と
同
様
に
西
田
幾
多
郎
の
日
記
に
し
ば
し
ば
出
て
く
る
。
西
田
が
ヴ
ォ
ー
ル
フ
ァ
ー
ル
ト
を
訪
ね
る

場
合
が
多
い
。
例
え
ば
、
午
後
三
時
頃
ヴ
ォ
ー
ル
フ
ァ
ー
ル
ト
を
訪
ね
ク
ー
ノ
ー
・
フ
ィ
シ
ャ
ー
の
カ
ン
ト
を
借
り
て
帰
っ
た
（
明
記
・
１
・
肥
）

独
法
二
年
の
級
会
に
出
席
し
、
自
分
は
ゴ
ル
キ
ー
の
話
を
し
、
ヴ
ォ
ー
ル
フ
ァ
ー
ル
ト
は
翻
訳
を
奨
励
し
た
（
明
〃
・
１
．
９
）
ヴ
ォ
ー
ル
フ
ァ

ー
ル
ト
を
訪
ね
夜
ユ
ン
ヶ
ル
及
び
ヴ
ォ
ー
ル
フ
ァ
ー
ル
ト
を
訪
ね
、
本
棚
を
貰
っ
て
帰
っ
た
（
明
・
冊
・
６
・
妬
）
ヴ
ォ
ー
ル
フ
ァ
ー
ル
ト
を
訪
ね
、

そ
こ
で
カ
プ
フ
ェ
ル
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
人
に
会
っ
た
（
明
朗
・
３
・
加
）
夜
鍔
甚
に
お
い
て
ヴ
ォ
ー
ル
フ
ァ
ー
ル
ト
、
ス
タ
イ
ナ
ー
の
招
待
会
が

ナ
ル
ト
キ
ハ
期
間
満
了
マ
テ
ノ
給
料
ヲ
支
給
ス

但
第
七
條
及
第
八
條
二
規
定
ス
ル
場
合
二
於
テ
ハ
此
限
二
在
ラ
ス

第
七
條
エ
ル
ン
ス
ト
、
ウ
オ
ル
ト
フ
ァ
ル
ト
ニ
於
テ
契
約
ノ
解
除
ヲ
希
望
六
十
日
前
二
第
一
方
二
之
予
告
ス
ヘ
シ

第
八
條
エ
ル
ン
ス
ト
、
ウ
オ
ル
ト
フ
ア
ル
ト
疫
病
其
他
事
故
二
依
り
休
業
ス
ル
コ
ト
ニ
｜
一
週
日
二
及
フ
ノ
後
ハ
其
休
業
ノ
間
第
一
方
一
一

於
テ
給
料
ヲ
半
減
ス
ル
コ
ト
ァ
ル
ヘ
シ
若
シ
休
業
ノ
当
初
ノ
当
初
ヨ
リ
二
箇
月
二
及
フ
モ
尚
其
業
ヲ
執
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト

キ
ハ
第
一
方
二
於
テ
此
契
約
ヲ
解
除
ス
ル
コ
ト
ァ
ル
ヘ
シ

第
九
條
エ
ル
ン
ス
ト
、
ウ
オ
ル
ト
フ
ア
ル
ト
宿
料
ト
シ
テ
雇
傭
期
間
中
全
壱
箇
月
金
袷
円
ヲ
毎
月
末
日
一
一
支
給
ス
壱
筒
月
未
満

ノ
日
数
一
一
対
シ
テ
ハ
日
割
ヲ
以
テ
之
ヲ
支
給
ス

明
治
三
十
四
年
十
一
一
月
廿
三
日
（
千
九
百
一
年
十
一
一
月
廿
一
一
一
日
）
記
名

第
四
高
等
学
校
長
北
條
時
敬

エ
ル
ン
ス
ト
、
ウ
オ
ル
ト
フ
ア
ル
ト
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叙
勲

ヴ
ォ
ー
ル
フ
ァ
ー
ル
ト
は
明
治
四
十
二
年
（
一
九
○
九
）
十
一
月
二
日
、
日
本
政
府
よ
り
勲
五
等
旭
日
賞
を
授
与
さ
れ
た
。
内
閣
総
理
大

臣
桂
太
郎
に
提
出
き
れ
た
文
識
に
は
授
賞
理
由
を
次
の
通
り
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

あ
り
出
か
け
た
（
明
仙
・
５
．
旧
）
等
で
あ
る
。
そ
し
て
明
治
四
十
一
年
二
月
二
十
日
に
ヴ
ォ
ー
ル
フ
ァ
ー
ル
ト
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
小
田
切

が
来
て
い
て
辞
書
を
作
る
こ
と
を
聞
か
ざ
れ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
和
独
辞
書
が
出
版
さ
れ
た
直
後
の
明
治
四
十
五
年
三
月
一
一
十
八
日

の
西
田
の
日
記
に
は
「
夜
三
・
ケ
庁
胃
計
氏
よ
り
招
か
れ
十
時
頃
帰
宅
一
一
一
竹
、
小
田
切
二
氏
来
会
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
辞
書
出
版
の

祝
い
を
兼
ね
た
小
会
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
因
み
に
、
一
一
一
竹
と
は
当
時
四
高
の
独
語
教
授
で
あ
っ
た
。
三
竹
欽
五
郎
（
’
八
六
四
’

一
九
一
八
）
の
こ
と
で
、
西
田
と
最
も
親
交
で
あ
っ
た
同
僚
の
一
人
で
あ
る
。

こ
の
資
料
で
は
、
和
独
辞
典
が
出
版
さ
れ
る
以
前
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
そ
れ
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
。

第
四
高
等
学
校
教
師
（
奏
任
取
扱
）

勲
五
等
旭
日
賞
独
逸
国
人
エ
ル
ン
ス
ト
、
ウ
オ
ル
フ
ァ
ル
ト

右
ハ
明
治
三
十
五
年
一
月
独
逸
語
教
師
ト
シ
テ
雇
入
爾
来
在
職
殆
ン
ト
八
年
其
ノ
簡
一
意
専
心
教
授
二
尽
捧
シ
生
徒
ノ
語
学
カ
ヲ

進
捗
セ
シ
メ
タ
ル
ノ
功
績
顕
著
ナ
ル
ヲ
以
テ
右
功
労
ヲ
御
表
彰
被
遊
頭
書
ノ
通
叙
勲
被
仰
出
度
旨
文
部
大
臣
小
松
原
英
太
郎
ヨ
リ

申
立
有
之
侯
間
該
勲
章
被
下
賜
様
仕
度
此
段
謹
テ
奏
ス

明
治
四
十
二
年
十
月
二
十
八
日

外
務
大
臣
伯
爵
小
村
寿
太
郎
印
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既
に
小
田
切
良
太
郎
の
章
で
紹
介
し
た
よ
う
に
明
治
四
十
三
年
六
月
号
「
独
逸
語
学
雑
誌
』
の
「
学
校
だ
よ
り
」
欄
に
は
独
文
で

四
高
の
ド
イ
ツ
語
教
育
と
教
科
書
及
び
ド
イ
ツ
語
教
師
の
教
授
ぶ
り
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
ヴ
ォ
ー
ル
フ
ァ
ー
ル
ト
の
受
持

ク
ラ
ス
と
教
科
書
は
次
の
通
り
。

教
科
書
と
人
と
な
り

ク
ロ
ー
ン
の
□
の
Ｒ
江
①
曰
の
□
の
三
の
Ｓ
の
（
小
ド
イ
ツ
人
）
は
ド
イ
ツ
の
習
慣
や
国
情
を
文
化
的
に
記
述
し
た
も
の
で
、
興
趣
裡
に
ド
イ

一
部
三
年
（
英
法
文
）

【
Ｒ
ｏ
Ｐ
Ｄ
日
産
の
旨
①
□
の
具
の
ｎ
ケ
①

一
部
三
年
（
独
法
文
）

【
Ｂ
ｐ
Ｃ
の
【
画
の
旨
の

一
部
二
年
（
英
法
文
）

シ
］
ぬ
①
旧
囚
箆
凹
』
の
ロ
ロ

一
部
二
年
（
独
法
文
）

シ
荷
①
旧
の
】
は
四
口
の
ロ
ロ

【
Ｈ
ｏ
Ｐ
Ｃ
の
扁
痙
の
旨
の

｜
部
一
年
（
独
法
文
）

シ
』
ｍ
ｐ
Ｐ
ｇ
は
山
』
の
ｐ
Ｈ

【
Ｂ
Ｐ
Ｃ
の
【
江
の
旨
の
Ｏ
の
三
の
ｎ
ヶ
の

三
部
三
年 、
囚
画
の
旨
の
□
①
三
の
ｎ
ケ
の

Ｄ
ｍ
ｐ
扇
ｎ
ケ
①
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シ
民
情
に
通
じ
、
且
つ
同
時
に
、
各
方
面
の
実
用
的
単
語
を
網
羅
し
て
あ
る
の
で
単
語
の
知
識
が
豊
富
に
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

該
書
は
明
治
後
期
か
ら
大
正
に
か
け
て
広
く
独
語
教
科
書
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
大
正
後
期
に
な
っ
て
一
般
に
そ
の

優
れ
た
点
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
小
柳
篤
二
訳
注
ア
ロ
ー
ン
独
逸
日
常
生
活
」
（
日
独
書
院
、
初
版
大
正
十
二
年
）
も
刊
行
さ
れ
た
。

こ
れ
は
原
著
か
ら
日
常
生
活
に
関
す
る
最
も
実
際
的
な
も
の
十
一
章
を
抜
粋
し
て
詳
細
な
訳
注
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
少
伍
の
の

Ｐ
の
言
９
８
と
は
旧
の
冨
口
の
口
冒
」
目
の
巨
の
ロ
ロ
号
曰
昌
目
□
の
昌
喜
の
Ｐ
Ｎ
Ｅ
Ｂ
房
す
：
＆
言
の
Ｓ
こ
の
門
邑
の
門
亘
呂
・
巨
呂
己
訂
Ｐ
Ｈ
の
】
」

Ｉ
の
こ
と
だ
ろ
う
。
ヴ
ォ
ー
ル
フ
ァ
ー
ル
ト
は
六
ク
ラ
ス
に
対
し
て
二
種
の
、
し
か
も
ド
イ
ツ
製
の
教
科
書
で
対
応
し
て
い
る
。
同
じ
教
科
書
で

幾
つ
も
の
ク
ラ
ス
を
教
え
る
の
を
好
ん
だ
ら
し
い
。彼
の
授
業
ぶ
り
に
つ
い
て
は
こ
う
あ
る
。

月
１

７
Ⅷ

辨皿（一三国の罵言・臣昌（
１
１
□
の
⑪
ロ
曰
の
己
、
耳
の
巴
の
（
の
二
９
国
の
貝
］
の
三
ヶ
の
二
畳
①
目
巨
空
言
三
四
巨
日
の
の
ミ
の
耳

真
岫
目
耳
目
、
の
口
・
ロ
の
ｍ
Ｏ
ｐ
ｃ
－
の
円
穴
＆
口
の
ｐ
旨
の
の
旨
の
ロ
の
三
口
』
①
曰
く
・
Ｂ
Ｃ
２
Ｃ
丙
目
ｑ
の
円
の
【

繍
繩
蟻
隣
咄
嘩
藷
窪
窪
窪
窪

牲辮ぎて成功しない。生徒たちは彼の授業の時は他の時間のプレッシャーから息をぬ
外
資
け
る
。
確
か
に
彼
は
少
し
不
平
屋
だ
が
、
ま
じ
め
な
人
で
、
正
直
で
、
喜
ん
で
助
け
て
く
れ
る
）

刀蝉なお履歴書によると、ヴオールフアールトは許可を得て明治四十五年六月十八
Ⅶ釧日に一時帰国して翌年一月七日に帰校している。（帰国旅費金六百七十五円）
拘
価
作
家
の
中
野
重
治
は
大
正
八
年
（
’
九
一
九
）
に
四
高
に
入
学
し
、
一
一
度
落
第
し
て
、
大
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授
ぶ
り
と
合
致
す
る
も
の
が
あ
る
。

正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
春
卒
業
し
た
。
彼
が
入
学
し
た
文
乙
は
ド
イ
ツ
語
を
中
心
と
し
た
ク
ラ
ス
で
、
一
週
間
で
ド
イ
ツ
語
が
十
一
時
間

も
あ
り
、
英
語
も
八
時
間
あ
っ
た
。
彼
は
ヴ
ォ
ー
ル
フ
ァ
ー
ル
ト
が
大
正
十
年
に
帰
国
す
る
ま
で
彼
か
ら
会
話
を
習
っ
た
。
中
野
は
「
先

生
の
息
殉
」
と
い
う
文
章
の
中
で
師
の
こ
と
を
大
変
善
良
な
人
で
、
い
い
生
徒
か
ら
も
悪
い
生
徒
か
ら
も
親
し
ま
れ
て
い
た
と
書
い
て
い
る
。

一
つ
に
は
注
意
点
な
ん
か
を
滅
多
に
つ
け
ぬ
た
め
で
あ
っ
た
と
書
き
添
え
て
い
る
。
こ
れ
は
前
記
の
ヴ
ォ
ー
ル
フ
ァ
ー
ル
ト
の
人
と
な
り
や
教

あ
る
と
き
ド
イ
ツ
文
学
の
話
が
出
て
、
だ
れ
か
が
ゲ
ー
・
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
は
ど
う
で
す
か
と
い
っ
て
き
く
と
、
あ
れ
は
暗
く
て
好
か
ぬ
と
い

う
の
が
先
生
の
返
事
で
あ
っ
た
。
ま
た
あ
る
と
き
人
の
名
前
の
話
が
出
て
、
や
は
り
誰
か
が
、
し
か
し
先
生
の
お
名
ま
え
は
へ
ん
で
は
な
い

で
す
か
と
い
っ
て
き
く
と
、
先
生
は
や
や
ま
ご
つ
い
て
ｌ
と
い
う
の
は
、
ウ
ォ
ー
ル
フ
ァ
ー
ル
ト
と
い
う
の
は
普
通
名
詞
に
も
つ
か
わ
れ
て
、

そ
の
と
き
は
安
寧
と
か
福
祉
と
か
い
う
よ
う
な
意
味
で
あ
っ
た
か
ら
ｌ
昔
は
そ
う
い
う
意
味
で
あ
っ
た
が
今
は
た
だ
の
名
ま
え
だ
と
い

う
ふ
う
に
答
え
ら
れ
た
。
ま
た
多
少
山
登
り
が
得
意
ら
し
く
、
日
本
ア
ル
プ
ス
な
ど
と
い
う
言
葉
が
出
来
ぬ
前
に
あ
の
辺
の
山
へ
登
っ
て
い

る
と
い
っ
て
自
慢
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

帰
国
後
の
動
静
及
び
死

履
歴
書
に
よ
る
と
、
ヴ
ォ
ー
ル
フ
ァ
ー
ル
ト
は
大
正
十
年
（
一
九
一
一
一
）
七
月
三
十
一
日
付
け
で
四
高
を
契
約
満
期
と
な
り
解
傭
さ
れ
た
。

帰
国
旅
費
と
し
て
千
九
百
三
十
円
を
支
給
き
れ
た
。

と
に
か
く
生
徒
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
、
い
よ
い
よ
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
時
、
誰
が
音
頭
を
取
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
ヴ

ォ
ー
ル
フ
ァ
ー
ル
ト
に
ド
イ
ツ
語
を
教
わ
っ
た
在
校
生
四
百
人
が
集
ま
っ
て
市
の
公
会
堂
で
送
別
会
が
開
か
れ
た
こ
と
に
も
窺
え
る
。

ま
た
中
野
は
授
業
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
っ
て
い
る
。
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I1njlfiiiijLijji
ｒ山川滋洲胴鯛川Ⅲ洲肝肥鵬るまで支給きれることになった・帰国直後の住所は「独逸国キール市ゲーテ町十

終
身
年
金
千
百
円
（
年
金
証
書
は
大
正
十
年
八
月
一
日
付
け
第
三
十
九
号
）
が
死
亡
す

〈、）

九
番
地
一
フ
ン
デ
ッ
セ
ク
レ
タ
ー
ル
方
」
で
あ
っ
た
。

帰
国
後
の
動
静
に
つ
い
て
は
詳
し
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
中
野
も
「
先
生
の
息
子
」
の
中
で
「
そ
れ
か
ら
何
年
に
な
る
か
。
か
っ
て
私

の
教
わ
っ
た
先
生
た
ち
も
何
人
か
ド
イ
ツ
へ
行
き
、
級
友
の
一
一
、
三
も
ド
イ
ツ
へ
行
き
、
彼
ら
が
か
え
っ
て
来
て
か
ら
、
ド
イ
ツ
で
の
ヴ
ォ
ー

ル
フ
ァ
ー
ル
ト
先
生
の
話
を
彼
ら
の
口
か
ら
一
一
、
三
度
き
く
こ
と
が
で
た
き
た
が
、
私
自
身
は
つ
い
に
手
紙
一
本
も
書
か
ず
に
た
っ
て
来
て
し

（犯）

ま
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
四
古
向
の
同
窓
会
報
の
第
二
十
一
一
号
（
昭
和
十
二
年
七
月
発
行
）
の
「
葉
書
通
信
」
欄
に
石
坂
善
蔵
（
大

中
野
は
「
先
生
の
息
子
」
の
中
で
送
別
会
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。

終身年金書(外務省外交史料館蔵）

送
別
会
は
市
の
公
会
堂
で
開
か
れ
た
。
先
生
は
奥
さ
ん
づ
れ
で
招
か
れ
た
。
や
が
て
生
徒

た
ち
が
演
説
を
す
る
。
な
か
に
は
ド
イ
ツ
語
で
演
説
す
る
も
の
も
い
る
。
そ
れ
か
ら
ド
イ
ツ
の

歌
を
合
唱
し
た
り
す
る
と
い
う
具
合
で
、
先
生
も
非
常
に
よ
ろ
こ
び
、
い
く
ら
か
昂
奮
し
て

謝
辞
の
べ
ら
れ
た
。

つ
い
に
、
生
徒
た
ち
の
希
望
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
強
要
に
よ
っ
て
、
奥
さ
ん
も
演
壇
に
立
た
れ
た
。

そ
う
し
て
、
顔
を
ま
っ
か
に
し
て
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
か
何
か
の
子
守
歌
を
、
細
い
細
い
声
で
う
た

わ
れ
た
。
じ
つ
に
に
細
い
声
で
あ
っ
た
。
蓄
音
機
な
ぞ
で
聞
く
西
洋
婦
人
声
楽
家
の
よ
う
な
、

ま
た
日
本
の
女
の
歌
い
手
の
よ
う
な
大
幅
の
声
で
な
く
、
日
本
の
母
親
が
、
納
戸
の
前
で
う

た
っ
て
わ
が
子
を
眠
ら
せ
る
よ
う
な
、
あ
あ
い
う
細
い
声
で
あ
っ
た
。
生
徒
た
ち
は
拍
手
し
て

喝
采
し
た
。

4３



正
三
年
卒
）
が
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
伯
林
で
元
教
授
ヴ
ォ
ル
フ
ァ
ー
ル
ト
氏
に
会
ひ
ま
し
た
日
本
に
滞
在
中
、
貯
め
た
貯
金
は
『
イ
ン
フ
と
で
す
っ
か
り
失
ひ
『
ス
タ
ー
ト
』

か
ら
始
め
る
の
だ
と
云
う
て
居
り
ま
し
た
、
只
今
は
三
菱
商
事
伯
林
支
店
で
元
気
に
働
い
て
居
り
ま
す
。
」

こ
れ
に
よ
る
と
ヴ
ォ
ー
ル
フ
ァ
ー
ル
ト
は
昭
和
十
二
年
当
時
は
三
菱
商
事
の
ベ
ル
リ
ン
支
店
に
勤
務
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
そ
れ
が

何
時
か
ら
何
時
ま
で
だ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

彼
が
亡
く
な
っ
た
の
は
一
九
五
六
年
（
昭
和
三
十
一
年
）
五
月
十
一
日
で
あ
っ
た
。
金
沢
大
学
資
料
館
蔵
の
資
料
に
よ
る
と
、
そ
の
死
は

外
務
省
か
ら
文
部
省
を
経
て
金
沢
大
学
長
へ
伝
え
ら
れ
た
。
そ
れ
を
承
け
て
直
ち
に
終
身
年
金
打
ち
切
り
の
手
続
き
が
執
ら
れ
た
。

後
日
談
だ
が
、
丸
山
珪
一
「
四
高
の
ド
イ
ツ
人
教
師
ヴ
ォ
ー
ル
フ
ァ
ウ
ル
ト
と
中
野
重
塵
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
に
よ
る
と
、
ヴ
オ
ー
ル
フ
ァ
ー
ル

ト
の
長
男
と
思
わ
れ
る
、
父
と
同
名
の
エ
ル
ン
ス
ト
・
ヴ
ォ
ー
ル
フ
ァ
ー
ル
ト
な
る
人
が
戦
時
中
来
日
し
て
、
神
戸
の
ド
イ
ツ
総
領
事
館
で
副

領
事
を
し
て
い
た
と
い
い
、
（
こ
れ
は
中
野
の
「
先
生
の
息
子
」
に
拠
っ
て
い
る
）
さ
ら
に
二
○
○
五
年
の
「
日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
年
」
に
際
し
、

そ
の
娘
モ
ー
ニ
カ
・
ラ
イ
ヒ
・
ヴ
ォ
ー
ル
フ
ァ
ー
ル
ト
が
招
待
さ
れ
、
父
の
い
た
神
戸
と
、
祖
父
の
い
た
金
沢
を
訪
れ
た
と
い
う
。

ヴ
ォ
ー
ル
フ
ァ
ー
ル
ト
の
独
学
史
上
の
功
績
と
し
て
は
、
二
十
年
間
第
四
高
等
学
校
の
ド
イ
ツ
語
教
師
を
務
め
た
こ
と
、
そ
の
教
え
子

の
一
人
に
後
に
東
京
帝
大
独
文
科
に
進
み
、
ハ
イ
ネ
な
ど
に
親
し
み
、
名
高
い
作
家
に
な
っ
た
中
野
重
治
が
い
た
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も

優
れ
た
内
容
の
和
独
辞
書
を
小
田
切
良
太
郎
と
と
も
に
編
纂
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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グーへ／￣へ〆■へ／￣へ,－－へ〆~へ〆￣へ／￣へ／■へ／￣、－－へ／￣へ

里ＬｌＵｇ且Ｚｇ旦全旦旦上注

（
Ｂ
）
ラ
イ
プ
ッ
イ
ヒ
大
学
文
書
館
蔵
（
請
求
記
号
ご
鈩
旧
・
勺
三
司
禺
・
国
」
］
←
鵠
閂
、
｝
・
「
）

（
Ｍ
）
『
第
一
一
一
高
等
学
校
一
覧
』
（
昭
和
五
年
四
月
起
昭
和
六
年
一
一
一
月
止
）
及
び
同
一
覧
（
白
昭
和
六
年
四
月
七
年
三
月
止
）
に

〆￣、〆￣へ－－へ

1７１６１５
，－－～－〆～－－

金
沢
大
学
資
料
館
所
蔵
。

石
本
岩
根
「
明
治
年
間
に
於
け
る
独
和
及
び
和
独
辞
書
に
就
て
」
ｓ
愛
書
』
第
一
集
、
第
二
集
、
昭
和
八
年
’
九
年
）

「
帝
国
大
学
出
身
名
鑑
』
昭
和
七
年
。

「
独
逸
講
文
会
入
会
者
一
覧
」
（
『
独
協
百
年
』
四
号
）

「
人
名
解
説
と
索
引
」
（
竹
田
篤
司
編
）
『
西
田
幾
多
郎
全
集
」
第
十
九
巻
。

西
田
幾
多
郎
の
明
治
四
十
五
年
二
月
二
十
日
の
日
記
に
「
小
田
切
君
よ
り
自
著
の
字
引
を
送
り
来
る
」
と
あ
る
。

「
第
三
高
等
学
校
一
覧
」
（
大
正
三
年
九
月
起
大
正
四
年
八
月
止
）

『
学
士
会
会
員
氏
名
録
」
大
正
九
年
。

『
帝
国
大
学
出
身
名
鑑
」
昭
和
七
年
。

「
小
田
切
教
授
の
計
」
（
「
会
報
』
五
号
、
三
高
同
窓
会
）
昭
和
八
年
。

ラ
イ
プ
ッ
イ
ヒ
大
学
文
書
館
蔵
（
請
求
記
号
□
シ
Ｆ
勺
三
・
句
禺
・
、
］
』
』
浸
閂
口
一
・
つ
）

モ
ル
（
、
２
口
○
三
・
Ｐ
』
の
＄
‐
ご
富
）
ド
イ
ツ
の
経
済
学
者
。
一
九
一
一
一
一
年
か
ら
一
一
一
四
年
ま
で
ラ
イ
プ
ッ
イ
ヒ
大
学
教
授
を
務

モ
ル
｜

め
た
。

加
藤
一
郎
「
は
る
け
く
も
』
（
加
藤
一
郎
著
作
集
）
四
○
－
四
頁
。

昭
和
七
年
八
月
二
十
二
日
付
大
阪
朝
日
新
聞
。

「
父
を
億
ふ
」
（
「
会
報
」
五
号
、
三
高
同
窓
会
）
昭
和
八
年
。

よ
る
。
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（
旧
）
金
沢
大
学
資
料
館
所
蔵
。

⑮
）
国
立
公
文
書
館
蔵
「
第
四
高
等
学
校
教
師
独
逸
国
人
エ
ル
ン
ス
ト
、
ウ
ォ
ル
ハ
ル
ト
叙
勲
ノ
件
」
『
明
治
四
十
二
年
叙
勲

外
国
人
二
止
巻
四
」

宛
）
筑
摩
書
房
『
中
野
重
治
全
集
』
（
第
二
十
六
巻
）
所
収
。

（
Ⅲ
）
国
立
公
文
書
館
蔵
「
外
国
人
雇
傭
雑
件
高
等
学
校
之
部
一
」
（
大
正
九
年
十
二
月
）
に
収
め
ら
れ
た
年
金
証
書
に

関
す
る
大
正
十
年
八
月
二
十
六
日
付
内
閣
書
記
官
長
高
橋
光
威
の
外
務
次
官
填
原
正
直
宛
て
通
牒
に
よ
る
。

（
助
）
「
会
員
名
簿
』
（
第
四
高
等
学
校
同
窓
会
、
昭
和
十
一
年
十
一
月
発
行
）
に
よ
る
と
、
石
坂
善
蔵
は
大
正
三
年
に
四
高
の
一

部
文
科
を
卒
業
、
東
大
工
学
部
応
用
化
学
科
に
学
ん
だ
人
で
当
時
戸
畑
鋳
物
会
社
勤
務
で
あ
っ
た
。

（
羽
）
「
金
沢
大
学
資
料
館
だ
よ
り
』
ｚ
・
・
弓
三
日
」
○
国
ｓ
⑦

附
記
叩
本
稿
の
執
筆
に
際
し
て
金
沢
大
学
資
料
館
及
び
畏
友
・
丸
山
珪
一
氏
（
金
沢
大
学
名
誉
教
授
）
に
は
資
料

面
で
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

（
元
熊
本
大
学
）
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